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動物による森林被害はなぜ起きるのか？

、

まるやまなおき

丸山直樹＊

罵駕、命令§'零謡噸…認冨罐等 走誕蕊鷺癖露塞藷字酎騨靜篭窓､芽｡

最近の森林の獣害の特徴は，小型哺乳類によるものが往時に比べて大幅に減少

し，中大型哺乳類による被害が年ごとに増加する傾向にあること，人工林にとど

まらず天然林にも深刻な被害が出始めていることにある。本論では，この問題に

ついて，加害獣の生態，森林施業，自然保護運動との関係，被害防除これらの

歴史的経緯など，いろいろな角度から眺め，問題解決の方向を探ってみたい。

はじめに

被害発生の時代的
ズレ

ノネズミとノウサギの被害は,戦後の拡大造林,再造林が1950年代に活発化す

るとともに激増するが，60年代に入ると早くも急減し，以後減少傾向をたどる。

これには，被害防除体制が組まれ，発生予察および防除技術の開発努力が大きか

ったこともあるが，好適環境で急増し，環境悪化によってすぐに激減するという．

これらの種の生理生態的な特性も影響したことが考えられる。70年代以降の造林

面積の減少によって，これらの種は好適な環境の多くを失った。

一方，シカとカモシカの被害発生は，このような造林面積の推移と一致せず，

むしろ，拡大造林や再造林の鎮静後，70年代以降，かなり遅れて発生する。第一

の理由は，これらの種に対する狩猟圧の軽減である。狩猟者数は,70年代の40万

人台をピークにして，以後減少し，現在は20万人を切ろうとしている。これに

は，狩猟を残酷なスポーツと見る自然保護運動，動物愛護運動の高まりが影響し

ているように考えられる。第二は，これらの種が，ノネズミやノウサギと違って，

好適な環境が用意されても急増するようなことはなく，個体数の増加には比較的

長い年数を要すること，反対に，環境が悪化したからといって急減せず，過剰個

体によって慢性的に被害が発生し，森林への強い影響力によって彼らに具合の良

い環境を作り出すようなエネルギーを持っているからである。

日本林業の中大型

獣に対する経験の
不足

シカ，カモシカなど中大型獣による被害に対する行政や林業関係者の対応は，

住々にしてためらいがちで不可解な印象が強い。その理由は，歴史的経験の浅さ

とも関係している。明治政府は狩猟規制を撤廃し，鳥獣管理の無政府的な状況を

作り出した。そのため，乱狸が横行し，シカ，カモシカなど多くの種を激減させ，

絶滅寸前まで追い込んだ。オオカミなど何種かは絶滅した。明治中期以降，よう

やく狩猟制度の整備が始まり，大正7年には現在の「狩猟法」が成立するが，そ

の混乱は簡単には治まらず，減少した鳥獣の回復はごく最近まで遅々として進ま
*東京農工大学
農学部
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写真･左奈良県大

台ヶ原山頂部のシカの

剥皮によって枯死した

トウヒとウラジロモミ

の天然林（伐採と台風
による被害を契機にミ

ヤコザサ群落が拡大，
これを食べてシカが増
加,30頭/km2以上の高
密度に達して，トウヒ，
ウラジロモミ，コメツ

ガ鞍どを次々に剥皮。
同時に，トウヒの倒木
上更新のためのコケ群
落は風倒と剥皮によっ
て退行し，トウヒ林は
更新条件を破壊され，
森林群集は，種多様性
の低いミヤコザサーシ

カ群集へと退行しつつ
ある｡強力な捕食者,オ
オカミを失ったことが

遠因である。放置すべ
きではない。国立公園
にあってさえ，シカの

コントロールは系の回復
にとって必要である｡）
写真･右シカによっ
て環状剥皮され枯死寸

前のトウヒ（部分的な
被害であっても，年々
樹勢は衰え．結局枯死
してしまう。）

研究，教育，行政の
問題点

3

なかったのである。中大型獣との共存の工夫を必要としないままに発展してきた

ともいうことができる。これらの種の地域的な回復があったとしても，駆除によ

って処理され，今日のような重大な社会的問題にまで発展することはなかったし，

共存を前提にした鳥獣被害の解決に関しては何の努力も払われてこなかったので

ある。駆除の根拠は常に益害論である。この考え方は，古典的な｢産業優先思想」

に基づくものであるがゆえに，現在，「環境思想｣と対立し，大きな転換を必要と

していることは説明を要しない。

このように，林業と野生鳥獣との共存の模索は最近始まったばかりであり，そ

れゆえに日本の林業は中大型哺乳類に対して「免疫」不在の状況にあるというこ

とができる。したがって，この回答を得るためにはまだ時間がかかること，大き

な努力が必要であることを覚悟しなければならない。

野生動物による今日の林業被害の背景として研究，教育，行政の足腰の弱さを

指摘しておこう。先に述べた「免疫不在」に原因するものであるが，現在の林業

は中大型獣に対して無防備である。すなわち，加害種の個体数が増加すれば被害

発生は必然であるにもかかわらず，それを目にしない限り予防的な措置を講じよ

うとしない。なぜか。

最近でこそ国の森林総合研究所をはじめとして県の試験研究機関に中大型哺乳

類の専門的な研究員を配置するようになったが，人的にも予算的にもまだ不十分

であり，成果もこれからである。環境庁にはまだない。また，大学でのこの分野

の教育研究もほとんど無視されてきたといってよい。こうした教育研究は林業生

産に直接貢献しないと考えられていたからである。生産一辺倒の林業に追随的な

かつての林学的体質が，人材輩出に関して先覚的な役割を妨げてきたのである。

教育も研究も，将来を見通した提案を行う意欲に欠けていたということができる。

行政においても同様で,少数の狩猟行政担当者はいたものの,真の鳥獣保護管理

担当者は最近までいなかった。そのわずかばかりの狩猟行政も,狩猟の許認可,狩

猟者への放鳥獣などのサービス業務と，狩猟団体に依存した駆除行政に明け暮れ

し，最近まで新しい動きはなかったといってよい｡ようやく今R,これまでになく

休業技術No.6331994.12
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環境主義と林業

侵入防止策の問題
点

個体数調整の必要
性

自然保護行政が整備されつつあるものの，中大型獣の被害問題に関しては完全に

後手に回っている。問題解決に向けて展望と確信を持てない行政担当者が少なく

ないからである。その理由の一つは,彼らが科学的,専門的知識に不足しているこ

とである｡情報不足は,野生動物に関してだけではなく林業についても|司様である。

例えば，これまであたりまえと考えられていた皆伐，単一樹種同齢林という慣

行的な人工林施業それ自体が被害発生の条件を作り出してきたという認識に欠け

ていることである。したがって，施業そのものを工夫し，根本的に改善するとい

う発想にはなかなか行き着かないで，いつまでも場当たり的な駆除に頼ることに

なる。駆除は場当たり的であるがゆえに抜本的な施業改善という発想への転換の

芽を摘んでしまい，悪循環を繰り返してきたのである。

森林の効用には木材生産機能と環境保全機能の二つがあることを，教科書は教

えている。しかし，これまでの林業の現実は後者をl1藍視し，なおざりにしてきた

ことは周知のことである。すなわち，獣害問題は，森林の二大機能の片方を忘れ

たところに原因がある。最近急速に発展した自然保謹運動は，こうした林業の偏

向姿勢を鋭く指摘し，二つの機能のバランスではなく，環境保全機能を第一に考

えるべきであり，そのうえで木材生産機能を追求するべきであると主張した。こ

の指摘は正しいと思う。謙虚に受け止めたい。そのためには，これまでの土地利

用区分のあり方，施業方法，リサイクルを含む森林資源利用の効率向上，そして

需要のあり方など，総合的な林業の見直しが必要となってくる。こうした環境主

義の批判は，当然ながら駆除行政にも向けられてきた。

こうした批判への対応の一つは，造林地を囲う侵入防止柵の普及である。この

方式は,1960年代末に神奈川県などによって先行的に採用され,1970年代のカモ

シカ被害対策として普及し，以後獣害対策の定法となっている。確かにこの方式

は，駆除j僻Uを避けることができるし，一定の実効性もある。しかし，林業者や

行政の経済的，管理上の負担は大きい。同時に，これとは別の生態学的な問題も

存在する。

防止柵によって排除された個体は，移動先で再び同様の問題を引き起こす。こ

れを防ぐためには次々と防止柵を建設し続けなければならない。排除個体が集中

する地域では，極端な高密度となり，森林への影響は破壊的なものとなる。急斜

地では土壌が流出し，斜面の崩壊さえ発生する。人工林の生育は絶望的となり，

自然林では多くの種が失われ，遷移の後退と生態系の崩壊が始まる。柵だけでは

問題は解決しないのである｡そして,駆除の必要性が再浮上する｡結局,侵入防止柵

と駆除とは切り離せないという結論になる。動物個体群との共存を目指す防除技

術の組み合わせは否定されるべきではなく，駆除の全面的否定は非現実的である。

シカやカモシカなどの植食動物の個体数調整は，彼らの生物学的特性からみて

避けられない。植食動物は，オオカミなどの強力な天敵に対応するために，常に

過剰な個体を生産し，機会があればすぐに密度を高め，分布域を拡大し，生存の

林業技術No｡6331994.12



情報提供の必要性

加害獣の資源化

5

機会を拡大するよう進化してきたのである。すなわち，彼らを放置することは，

彼らの破壊的な生態系への影響を放置することを意味する。これを防ぐためには

個体数調整は必要である。十分な調査研究に基づいて慎璽に，かつ総合的に計画

される個体数調整は非難されるものではない。繁急な手法というだけではなく，

森林生態系の保誰と管理にとって日常的に必要な手法なのである。

しかし，現行の個体数調整に対しては批判が大きい。場当たり的で科学性に乏

しいという指摘である。これまでの駆除は，そうしたことが多かったことは確か

であるので，これは謙虚に受け止め，改善に努力すべきである。次の批判は，動

物に責任があるわけではなく，被害問題の原因はすべて人間側にあるのだから，

駆除は行うべきではなく放置すべきであるという意見である。このような，いわ

ば人間責任論ともいうべき極端な指摘は，うなずける部分もあるが，先述の理由

から当面の問題解決としては適当でない。放置は生態系の急速な崩壊につながる

危険性が大きいからである。しかし，この責任論を人間と自然との関係，林業と

自然との関係など，人間の生き方を幅広く根源的に問いかけていると受け止める

ならば，無視すべきではない。その問題提起を建設的議論に高めていくことは，

私たちの将来を考えるうえで意義深いと思われる。

行政担当者は，こうしたノイズによって判断をためらう例が多い。そうこうす

るうちに事態はますます悪化する。これを避けるためには，早期に事態を予測し，

加害種の個体群が成長しすぎる前に早期に決断することが必要である。そのため

には，生息環境の評佃iと個体群の動向を日常的に監視する体制を整備し，生態学

に基づく個体群管理基準を事前に用意しておくことが必要である。また，実状を

知らぬままに批判を行っている人が多いし，行政の決定はとかく唐突に見えるこ

とが多いから，行政は常日ごろから積極的に情報を提供し，一般の人でも理性的

合理的判断ができるように努力すべきであろう。

多くの場合，野生生物は，林業と行政にとってはコスト以外の何物でもない。

ハンターのボランティアワークに依存しているとはいえ，シカの個体数の急増の

ために，駆除に要する経費は年々増大し，その負担は行政にとっても無視できな

いものとなりつつある。

狩猟鳥獣を資源と見なす伝統は，日本では希薄であるが，ヨーロッパでは歴史

的に根強い。例えば，ポーランドでは，狩猟による利益は直接狩猟クラブの収入

となり，この中から土地所有者に借地料が支払われる。狩猟鳥獣が森林や農作物

に被害を出したときには，狩猟クラブが狩猟収入の中から補償する。国有林当局

は，独自に狩猟経営を行っており，木材生産と同時に狩猟からも相当な収入を得

ている。したがって，ここでは，狩猟鳥獣は資源として維持されなければならな

いし，個体群の調整は狩猟経営の導入によって，コストではなく利益に転化して

いるのである。こうした制度についての議論はさまざまあろうが，行政の経費節

減と，野生動物をペストではなく経済的資源として扱うためにも，検討をためら

うべきではない。

林業技術No.6331994.12
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写真･左ハイシー

&鮎:葱;燕
ヨーロッパの森林地帯

で普通に見られる。こ
れを管理する狩猟クラ
ブや森林所有者は，換
物の代金とは別にハン

ターから仙川料を得て
いる。ここポーランド
のビエスチャディ地方
のトウヒとブナの森林
では伝統的に択伐林施
業が行われている｡）
写真･右ハンター
ズロッジ（ポーランド
のピエスチャディ地方
には，このような気の
利いたハンターのため
のホテルが建てられて
いて，狩猟の役にたっ
ている。地域経済へも
貢献している｡）

森林施業の改善

結びに代えて

砂。●

刀

… 鼬 ＝＝き』

当然ながら，狩猟鳥獣の資源的利用にとって現行の制度は不十分である。例え

ば，猟期は，極の別なく一律に冬期に設定されているので，シカなどは肉質が悪

く，経済的価値は低い。これが，ハンターの意欲を低くし，シカの増加を招く一

因となっている。メスも含めて，猟期を9月にまで早めることが必要である。こ
いと

のほか，多くの改善が必要であるが，その労を厭ってはならない。

かくらん

野生動物による森林被害の発生の根本的な原因は，人為による生態系の撹乱と

種多様性の低下にある｡伐採によって系の均衡は破られ,植食動物のための餌条件

は好適となり,その度合いに応じて個体数は増加し,被害を発生させる｡捕食者を

欠く場合には,その傾向はより顕著なものとなり,歯止めが効かなくなる。このこ

とから導き出される被害防除策はシンプルであるが合理的である｡それは,森林生

態系の撹乱と種多様性の低下を防止する施業方法を工夫することである｡当然な

がら,従来の慣行的施業は最悪のものである｡これに替えて,伐区を小さくし,分散

させるべきである｡皆伐に替わって択伐,短伐期ではなく長伐期,同齢ではなく異

齢,単層林ではなく複層林,単一樹種ではなく複数樹種混交が優れていることは当

然である｡天然林施業の実現に向けて努力することが求められているわけである。

これらの努力によって,植食獣の個体数増加は緩やかなものとなるが,増加が止

まるわけではない｡こうした施業上の努力にもかかわらず,植食動物の個体数は増

加し,いつのまにか高密度に達し,生態系に対して破壊的な影響力を持つようにな

る。したがって,施業上の努力に加えて,狩猟と捕食者の存在は常に必要である。

あたりまえのことながら，森林生態系の秩序を大きく撹乱しない林業の実現が

獣害の発生防止につながることを指摘し，同時に，林業経営への狩猟の導入，捕

食者の復活を提案する。そのためには，これまでの常識を覆すような新しい価値
葛<

観に基づく大胆な決断と大きな努力を必要とするであろうが，臆さず積極的に取

り組みたい。多様な技術開発，自然との共存を前提にした土地利用の見直し，狩

猟制度の大幅改善が今回の提案の基礎として必要であるが，これについては別の

機会に論じたい。＜完＞

休業技術No.6331994.12
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クマによる森林の被害
一林業経営に及ぼす影響と課題一

すぎうらたかぞう
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まえがき

野生獣類によるスギ．ヒノキおよびカラマツな

ど林木の被害は，幼齢木のハタネズミやエゾネズ

ミなどによる根や地上部の食害，ノウサギによる

新植した針葉樹の主軸や新梢部の食害，さらに，

シカ・カモシカによる新植地の若葉の食害などで

あった。

最近はこれらに加えて，ツキノワグマ（以下ク

マと称する）による林木の皮剥ぎの害が各地に発
しんかん

生し，民有林の経営者を震撚させている。筆者は

岐阜県根尾地方において，スギ・ヒノキ造林地の

被害状況を調査する機会があったので，民有林経

営の立場からクマの被害が林業経営に及ぼす影響

と今後の課題について若干検討してみた。

岐阜県根尾村は県の北西部に位置し，東は武儀

郡板取村，山県郡美山町に，西は揖斐郡藤橘村，

南は本巣郡本巣町，揖斐郡谷汲村および北は福井

県大野市に接している｡標高は500～1,000mに位

置する急峻地で，菰雪深は約3mと推測されてい

る。

調査対象地は民有林約1,000haのスギ.ヒノキ

の人工林（人工林率約60％）で，広葉樹はブナ，

ミズナラの天然生林が一部残存するが，大部分は

広葉樹の二次林である。

1．森林の被害

クマによる森林の被害は，直接的には立木の樹

幹，特に根元部位の剥皮である。この結果がその

後の森林施業に影響し，林業経営および山村など

にいろいろと被害をもたらすことになる。

クマによる被害地を遠望すると，造林地に樹冠

が赤褐色に変色し枯死した造林木が点在している

のを見ることができる。これはクマによって立木

の樹皮力娠元から地上部にかけ幹の周囲が全体的

に剥皮されたか，または，これに近い状態の剥皮

を受けて枯死したものである。しかし，森林の実

際の被害は赤褐色に変色して点在している立木だ

けではなく，その周辺には剥皮された立木が多数

存在している。

根尾地方の調査結果を表・1に示す｡被害地の林

齢は20～67年でⅦ齢級が多く次いでV齢級で,比

較的若い造林地には被害が見られない。したがっ

て，胸高直径も平均直径24～30cmが多く，平均

樹高も14～21mが多かった｡クマの被害状況を本

数で示すと，17～83％であるが,調査の約60%は

被害率50～83%であった。また，材積で示すと，

24～91％の被害率であるが,本数同様に調査地の

約60%が60～91%の被害率であった。すなわち，

被害率は極めて高く，赤褐色に変色して枯死した

立木が発見される林分は本数にして約50～80％

の被害状況にあると推察される。特に剥皮された

立木は林分内でも胸高直径が大きく，樹幹が通直

で成長の良い優良木が多く，樹幹が曲がっている

ものや分立しているものなどの不良木は少ない。

また，剥皮部は比較的山側に多いから，樹幹の周

囲全体が剥皮されたものを除けば，沢側から見て

も被害木の状況は観察されない。

次に剥皮の状況を見ると，剥皮部の高さは地_上

から最小値が30cm,最大値が6.5mで被害林分

の平均値が約1.3～1.8mであった。また,剥皮の

横幅は最小値が3cm,最大値が1.26mで，林分

の平均値は21～55cmであった。

このように被害はⅣ齢級以上の造林地の約50

％に及ぶ。しかも，被害木の大部分は最近1，2

年の剥皮ではなく古い傷は4年前と特定されるも

林業技術No_6331994..12



8

表･1クマによる被害地の林分と被害状況
(誇査:1993年）

講査地 1 21314 51617 89 10111112

樹 程 スギ スギ スギ スギ スギ スギ スギ スギ スギ スギ スギヒノキ

Ⅱ InU』ロ￥『

標 高 b

5㈹ 550 450 ” 4釦 5伽 450 5閲 6卿 550 550 5伽
(m)

跡 齢
37 35 35 40 29 36 28 35 20 25 67 35

(年）

密 度
925 1,000 916 1,鮪01.198 850 1,100 9m 1.300 600 1,300 1,394

(本/ha)

30 20 28 28 24 26 24 18 16 16 24 26胸高直径

(cm) 16-48 10-44 14-42 12-50 10-40 10-40 10-36 10-30 10-32 10-22 10-38 14-34

21 17 20 20 17 16 17 14 10 9 1714樹 高

(m) 14-22 11-2310-22 12-22 12-19 10-'18 11-19 10-17 7-13 6-11 10-16 13-19

I

材 積
650.50 296.33 記6.25 601的 353.25 336.50 3帥.的 137.50 112㈹ 53.妬 381.50 562.12

(m'/ha) １１１

250 3船 500 437 5別 625 325 275 ”’50019251235
615183．3171．2116．9

” 925 235本数（本/ha)
（％） 27.0 詔.3 釦.0 47.7 52.4 73.5 29.5 306

クマの
被害 1010nliO

296.乃 鉛9.501368.29 2弱.巧14835 3㈹.50 131.駒 74.25 91.00 48.25 333.乃 134.06材積(m3/ha)
（％） ’45.6 50.1 68.1 61.3 72.4 89.3 34.6154.0 81.3 90.6 87.5 23.8

スギ30％

広葉樹70％

●

傭 考

のもあり，根元が腐朽しているものも多い。また，

剥皮の高さは2m近くまで見られ，元玉の利用が

不可能な立木も多い。

2．林業経営に及ぼす影響

クマによる立木の剥皮被害が林業経営に及ぼす

影響としては．第冬は直接的な経済的損失である。

さらに，被害の程度にもよるが，第二はその後の

森林施業の計画的実施の困難なことと考える。

1）被害林の損害評価

当造林地は豪雪のため,従来はha当たり2,000

本値栽が一般的であった。したがって，今回調査
した被害林分も2,000本植栽と推定して諸作業，

諸経費を算定した。すなわち，スギ造林地の造成

に要する諸作業とha当たりの諸経費を推定する

と更新に要する費用は,地ごしらえが40人,男性

の賃金13,000円で520,000PJ,苗木代が1本当た

り75円,2,000本で150,000円,植付けは12人で

156,000円,計826,000円となった｡保育に要する

費用はず下刈りが1年10人，3年間で390,000

円,除伐は15人で195,000円および間伐が2回で

10人を要し130,000円で,一般に粗放施業である

から計715,000円となった。また，収稚は被害の

程度によって採材が異なるので，立木売買でなく、

直営生産方式を採った。すなわち,ha当たり627

m3の立木を伐採して最寄りの土場まで出材し採

材した。用材歩止りを70％と見なすと439m3と

なった。無傷の丸太は市場に運搬し販売した。運

賃はm3当たり2,500円と見なし，極積ほか9人

の作業賃を含め5,254,600円となった。したがっ

て，諸経費の合計は6,795,600円となった。

これに対して，スギ造林地の間伐および主伐は

15年にha当たり300本（本数で15%)を除伐

し,25年および35年にそれぞれ約500本(本数で

30％）に400本(本数で35％）間伐する計画であ

る。そして，50年に約770本を主伐の予定であ

る。したがって，スギ正常林分の本数，幹材種お

よび粗収入は表・2に示すとおりになった。すなわ

ち，間伐収入は約1,570,000円。主伐収入は約

林業技術No.6331994.12



9

少なく，胸高直径14cm以上で生育良好,通直な

造林木に多かった。被害木は元玉の部分が損傷を

受けているから立木価は減少する。さらに，被害

の発生率が高いので，被害木を伐採すると残存木

は点在する程度に減少する。この結果，残存木も

6,350,000円で合計約7,920,000円となった。し

たがって，収支の差額は表・3に示すとおり約

1,130,000円であるが，クマによる被害があるの

で,被害率を勘案すると,20%の被害では460,000

円,40％の被害は約2,000,000円それぞれ赤字と

なった。

集約経営方式で植栽本数が多く，初期保育投資

が多い林分で，このような被害を受けると赤字の

額はさらに増大すると考えられる。内地材の価格

が低迷し，労賃が高騰する現状では，今後このよ

うな被害が増大すれば地利的条件の不利な奥山に

限らず里山においても林業経営は一層困難となる

であろう。

2）施業的損失

当森林のスギ造林地の被害面積は，調査結果か

ら約300haと推定された。しかも被害率は高く本

数で48％，材積で63％となった。道路上から造

林地を概観すると，樹冠が赤褐色に変色した造林

木を散見する程度だが，林内に入ると列状に連続

して樹幹の剥皮が見られた。特に被害木は小径木

や幹曲がり，根曲がりなどの生育不良木は比較的

津
塞
嘩
唾
躍
再
彊
■
署

I

！

写真･1被害木が連続に見られる林分（＊印が被害木）

写真･2被害木伐採跡地の林分状態

表･2スギ正常林分の立木本数・幹材積と粗収入

繍隠） 荊鮮 粗収入
(円/ha)(霧籠）主間伐別

年
年
計

９
３
２

５
７
３

４
３
８
１
１

214,200

1,360.736

1.574.936

踊
弱
小

510

416

926

420

3,271間伐

774 626.9 8,199 6,346.026主 伐

7.920,962計 1,700 810.1

価格は1993年12月の市場価によった

表･3スギ被害林分の収支
(IJJ/ha当たり）

扱害率（％）
0 20 40 60 80

項目

1,584.192

6,795,600

-5,211,408

入
出
一
益

7,920

6.795

1.125

962

600

362

6.336,770

6,795,600

4,752.577

6,795,600

-2,043,023

3,168,385

6,795.6㈹

-3,627,215

粗
一
受
収

収

-458,830

林業技術No.6331994.12
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写真･3胸高

直径42cmの

被害木（剥皮
されても樹冠

は変色してい
ない）

伐採し皆伐するか，残存する立木の間に植栽して

複層林を造るか，いずれかを選択しなければなら

ない。また，被害木はクマによる剥皮であるから

直接材質には損傷が少ないから，できるだけ早い

うちに伐採，搬出すれば市場価は必ずしも低廉で

あるとは考えられない。しかし，林齢20年前後の

小径木の林分や地利的条件の不利な所，あるいは

伐採，搬出作業が他作業と競合して実施が遅れる

と，被害木の根元の腐朽が進み利用材積は減少し，

市場価も低く，林業経営上に及ぼす影響は極めて

大である。また，残存木や伐採跡地に更新して成

長した造林木が剥皮されない保証はなく’いつ被

害を受けるかわからないと考える。

更新．保育が順調に進み，間伐収稚や主伐収穫

が期待される直前に被害を受けるから，森林所有

者は経済的損失はもちろんであるが，施業力糯|画

的に実施できない状態となり経営意欲も消失して

しまうことになり，枯死木や損傷の多い林分が続

出する。したがって，森林は荒廃すると考える。

3．今後の課題

林業上から見れば，クマは有害獣とされ狩猟期

間以外でも捕狸の対象となる。それは，クマが人

を襲う危険性があるからではなく，スギやヒノキ

など立木の樹皮を剥いでしまうからである。

クマの剥皮の目的はクマ自身でなければわから

ないが，①食物説，②テリトリー説，③交尾説や，

林業技術No.6331994.12

④樹幹の形成層の栄養分説，特にαpinene誘因

説などの諸説がある。食物説は，剥皮の時期が6，

7月に多いことから，この時期にはクマの食物が

豊富にあるので否定され，⑤冬眠前に食べた物を

排出するために，あるいは冬眠生活で胃腸の働き

が弱くなっているので，機能を高めるためにスギ

やヒノキなどの樹液をなめるとの説もある。いず

れにしても十分納得させるようなものはないよう

に考える。したがって，防除対策も効果的なもの

がないのが実状であろう。

従来，一般に実施されている防除策は，射殺や
おり

艦による捕獲であるが，クマの生息密度を考える

と捕獲がすべてとは考えられない。また，忌避剤

や威嚇などの方策も考えられるが，忌避剤はニホ

ンジカ･カモシカ･ノウサギなど獣類忌避剤を使用

した1，2の例があるが,目下模索中と推察される。

林業面から検討すると，針広混交林施業で幾分

なりとも防除できればと若干調査を試みたが，期

待されるような明るい資料は得られなかった。せ

めて奥山は広葉樹林施業を積極的に実施すれば，

将来は里山の被害は免れるかもしれない。

被害発生の高い奥山の民有林は，所有者の希望

があれば国有林への移管はできないだろうか。被

害が常時発生する森林は公共的な立場で管理経営

すべきかと考える。または特別保護地域に指定し，

更新・保育を徹底的に行うことも国土保全上から

一つのあり方と考える。

次に，現時点では，④防除技術による防除が可

能なもの，＠一定の限られた地域にだけ損害が発

生するもの，④損害の発生時点が特定しにくいも

の,e損害の評価が極めて困難なもの，等は保険

事業になじまないとの理由で，森林共済の対象に

ならない。現状からすれば，どの項目を取り上げ

ても十分対象となり得ると考えるが，いかがであ

ろうか。

地球上に生存する万物が共存するには困難な問

題ｶｮ山積しているが，全人類が広い視野から話し

合い検討し，共存共栄の新しい道を探すように関

係者が相互に努力することが今後の重要な課題か

と考える。（東京農業大学農学部林学科）



1]

(………唾K漢錘嘩潅癖揮…”…霊X亜X……琴X澱“垂嘩諏Ⅱ撰辱…秘郵滅哩琢徹瞬…x…聖唖漕周X勤恒…~岬諏瑛X…i狗嘱画瞬覇…噂諏I麹…語X諏…“］
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い動きを紹介しながら，今後どのような対処が必

要なのかについて考えてみた。

2．地域によって異なる被害形態

シカによる造林木被害は，大きく｢枝葉採食害」

と｢樹皮勤俊害｣に分けられ,樹皮の剥皮はさら
に「樹皮採食害」とr角こすり害」に分けられる。

1．はじめに

カモシカほど刺激的に取り上げられることはな

かったが，昭和40年ごろからシカ（ニホンジカ）

による林業被害は徐々に増えてきている。林業統

計によれば平成2年度の被害面積は3,100haで

この10年間に約3倍に増え,平成元年以降いわゆ

る「獣害」の第1位を占めている。シカ害によっ

て将来の成林が困難との判断から再造林を見合わ

せる地域もすでに出てきており，シカ害にどのよ

うに対処していくかはこれからの林業の大きな課

題となってきている。かつてカモシカによる林業

被害問題を巡って同様な問題が起こったときには，

動物保護側と林業生産側との間で森林観や動物観

を巡って鋭く対立する場面がたびたび見られた。

なかには動物が大事か林業が大事かという取り上

げ方をされて二者択一的な論争へと発展すること

もあった。しかしながら，シカ害については理念

よりはむしろ技術的な対応が強く求められるよう

になっている。この意味で，シカ問題は第2のカ

モシカ問題としてではなく野生鳥獣管理の新たな

モデルケースとして取り組む必要が出てきている

ようである。

このような事態を受けて，林野庁では平成元年

度から4年度まで情報活動システム化事業「野生

獣類による新たな森林被害の防除法確立のための

基礎調査」を実施し，シカについては北関東から

南九州まで8府県の林業試験研究機関が参加した。

シカ害に対してこのような全国規模の調査体制が

組まれたのは初めてであり，取りまとめ過程では

被害形態が地域によって大きく異なるなどの新し

い事実が発見された。

ここでは，この調査結果を含め被害防除の新し

イー

譜
縄
織
錘
麺

』

左:ヒノキの枝葉採食害(兵庫県)，右;トウヒの樹皮を採食
するシカ(奈良県・伊藤賢介氏撮影）

枝葉採食害は主に若齢造林地で発生し，スギやヒ

ノキなどの梢頭部や側部の枝葉が採食されること

によって上長成長や肥大成長力増しく阻害される。

樹皮採食害では樹皮が剥皮され形成層が傷つけら

れるために枯死したり腐朽菌が侵入して材質劣化

の原因になる。樹皮採食害も若齢造林地で発生す

ることが多いが,50～70年生の大径木が加害され

ることもある。角こすり害は文字どおり地上

、

70年生ス

ギで発生し

た樹皮採食

害(兵庫県）
1
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は

30～100cmの樹皮がこすられたように剥がされ

る被害で,胸高直径15～20cmの中径木で発生す

ることが多い。この被害はオスジカの生理的なサ

イクルに連動して発生する。オスジカの角は毎年

春に落ち，その後皮膚と軟毛に覆われた軟らかな

袋角が成長し，夏の終わりから秋にかけて骨質化

して，いわゆる角が完成する。この際に角を木に
＄よくり

こすりつけて表皮を剥離させる行動を頻繁に行う

ため，角こすり害は8～10月に集中して発生す

る。

このうち最も大きな問題となっている枝葉採食

害は，エサの豊富な夏に形成された採食集団がエ

サの減少する冬にも造林地周辺にとどまったため

に一時的にエサ不足となって造林木を採食するた

め，秋の終わりから春の初めにかけて発生すると

考えられてきた。事実，今回の調査でもいくつか

の地域で同様の被害パターンが報告された。例え

ば，栃木県ではモニター木を決めて被害の発生状

況を定期的に調査したところ,10月までは全く被

害が発生せず10～]_2月にかけて急激に被害率が

高くなり，4月まで高い被害率が続き，5月以降

また被害が沈静するという結果が得られた')。と

ころが，同様の調査を行った兵庫県鹿児島県で

はかなり異なった発生パターンが観察されていた。

兵庫県では11～7月まではむしろ被害率は低

く，被害率が高くなるのは8～10月にかけてであ

った2)。また,鹿児島県では4～7月にかけて被害

率が高く，10～2月までは被害率が低いという季

節的変化に加えて，被害そのものは1年を通じて

発生していたことが報告され3)，従来の枝葉採食

害の発生パターンは西南日本に移行するにつれて

当てはまらなくなってしまった。

地域的な違いは発生時期にとどまらず被害タイ

プにも見られた。多くの地域では，枝葉採食害，

樹皮採食害，角こすり害のすべてが発生していた

のに対して，島根県では角こすり害だけが発生し

ており，枝葉採食害や樹皮採食害はほとんど発生

しないという現象が見られた4)。

現在のところ，こうした地域的な違いを説明で

きるような'-分なデータはまだ得られていないが，
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最近北日本から西南日本にかけてニホンジカの食

性の地理的変異をまとめた興味深い本が出版され

た5)。これによると，ニホンジカの食性は植生の変

異に対応して変化し，西南日本の暖温帯常緑広葉

樹林帯では木本植物の葉と種実類が主要素となり，

北日本の冷温帯落葉広葉樹林帯ではササなどのイ

ネ科が主食となっているという。さらにこのよう

な違いは，北日本のシカは低栄養の植物を選択せ

ずに大城に採食し，西南日本のシカは良質の植物

を選択しながら少埜ずつ採食するという採食様式

そのものの違いに基づくものである可能性が高い

ようである。そうすると，システム化事業の中で

報告された季節発生型の被害か周年発生型の被害

かの違いは，それぞれの地域に特有な現象なのか

もしれない。ただし，被害発生パターンの見極め

はその後の防除法の選択にも大きく影響するだけ

に，あらためて植生と食性の面から検討する必要

がありそうである。

3．被害防除の方法

これまでさまざまな被害防除の試みが行われて

おり，大きく忌避剤を用いた化学的防除と，ネッ

l､やフェンスを用いた物理的防除に分けられる。

忌避剤は現在シカ用忌避剤としてジラム水和剤と

チウラム塗布剤が登録されている。ジラム水和剤

は原液を3～5倍に水で薄め，噴霧器によって造

林木の枝葉および幹に散布する。チウラム塗布剤

はペースト状なので，ゴム製の手袋をして適量を

枝葉表面に塗布する。両薬剤とも魚類に対して毒

性があるので，機材などの洗浄水が河川に流れ込

まないように注意しなければならない。

栃木県での試験結果】)によると，両薬剤とも処

理効果は非常に高く，処理木で発生した食害も成

長に影響のない軽微なものがほとんどであった。

ただし，処理効果の持続期間には5～6カ月と限

界があり，薬剤処理した後に成長した枝葉には効

果はない。このため，被害の発生に合わせて適切

な時期に処理を行う必要があり，被害時期が長期

にわたる場合や夏の成長期に発生する場合などは

2回以_l皇の処理を繰り返す必要がある。しかしな

がら，忌避剤防除は比較的安価で、少人数で処理



できるなどの利点があり，被害程度が軽微な段階

では効果が期待できる。

ネットやフェンスなどの防護柵によってシカの

侵入を防ぐ方法は，長期間造林木を保護すること

ができるため，被害程度が激しく通年発生してい

る場所では最も有効な被害防除方法である。柵の

材料はノリ養殖の廃網を利用したものからステン

レスワイヤ製のものまで種々さまざまであるが，

飛び越し，潜り込み，押し倒しなどによってシカ

の侵入を防ぎ切れない場合が多い。電気柵も林地

では落枝が引っ掛かったり下草が電線に絡んだり

して通電不良を起こすことが多い。金属製の材料
けんろう

を使って堅牢な柵を作ろうとすると，材料費のコ

スト高から主伐時の期待収入額とつり合いが取れ

なくなることもある。

ところで，柵を設置した後のシカの行動を調べ
しつよう

てみると，シカはかなり執揃に柵の周囲を歩き回

って侵入口を探し回っていることがわかる。侵入

口が見つからない場合には，しばしば柵に体当た

りすることもある。これによってネットが下がっ

たり穴があいたりして侵入口ができることもある

が，逆に角が絡んでオスジカが死亡するケースも

出てくる。こうした猪突猛進（鹿突猛進と言うべ

きか？）な行動は，ネットやフェンスの編み目が

大きいためにシカが造林地の内部を見通すことが

できることによるようである。そこで，柵内の見

通しを悪くして心理的に侵入を忌避させる方法が

考案されている。

兵庫県2)では農業用の遮光シートとノリ養殖用

に使用されている網を併用して柵を作り，非常に

高い防除効果を上げている。これは高さ約1.8m

の支柱を3mおきに打ち込み，地上1．1mまで

遮光シート（遮光率95％）を張り，上段はノリ網

を1.7mまで張り上げるというものである。現在

0.5haを対象として効果調査が継続されている

が，設置後4年間を経過して柵内へのシカの侵入

は全く見られていない。この方法では支柱の耐久

性とそのコストが問題となるが，これには造林地

を設計するときにあらかじめ前生樹を適当に伐り

残して支柱として利用するなどの改良が加えられ

13

るようになっている。長崎県では同様の方法で林

内のシイタケほだ場を保護している。

防護ネットの下部

に遮光シートを張

ったもの(シカの

侵入を防いでいる。

兵庫県・上山泰代

氏撮影）

林齢が20年を超えて間伐段階になったり,50

年を超えて主伐期を迎えたときに角こすりや採食

によって剥皮される被害が発生するとも森林所有

者や管理者にとって経済的と同時に心理的なダメ

ージが大きい。このような中・大径木の剥皮害は，

荒縄や針金を単木ごとに巻き付けることによって

防除することができる。

島根県4)では，市販されている荒縄(径1cm)

や針金（白色ビニル被覆，径2.6mm)を地上

0.5～1mの範囲に約10～15cm間隔でラセン

状に巻き付け，被害を完全に防いでいる。荒縄や

針金の1m当たりの単価は7～8円,単木処理に

要する長さは2～3mである。ただし，荒縄は3

～4年で腐ってしまい，針金を小中径木に巻き付

けた場合には2～3年後にきつく締まりすぎてし

まうために巻き直しが必要となる。また，長崎県

では枝打ち時に出る枝条を幹の周りに巻き付けて

同様の効果を上げている。

灘
左樹皮剥皮害防止用に針金を巻き付けたもの(島根県・金
森弘樹氏撮影)，右;同じく枝条を用いたもの(長崎県）

林業技術No.6331994.12
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このように，まだ数多くの改良点を残しながら

も，シカ害防除の技術的基盤は着々と積み上げら

れつつある。

4．シカはなぜ増えたか

「シカは増えているのではないか｣とはシステム

化事業に参加した担当者に共通した率直な感想の

ようであり，個人的にも野外調査の際に耳にする

言葉である。確かに狩猟と有害鳥獣駆除を合わせ

た年間の捕獲数は平成2年度以降4万頭を超え，

10年前の約2倍に増加している。ただし，現在の

鳥獣統計からはこれ以上の情報は得られない。

そこで，捕獲数の多い兵庫県をモデルケースと

して，有害鳥獣駆除でシカを捕獲した場合には，

捕獲年月日，捕獲場所，捕獲個体がメスであれば

妊娠していたかどうかなどの事項を捕獲連絡カー
あご

ドに記入し，第1切歯（下顎のいちばん大きい前

歯）とともに回収する調査を行うことにした。第

1切歯は年齢査定の材料に用い,20ミクロンほど

の切片にしたものを染色してセメント質にできる

r年輪｣を数えて正確な年齢を査定する。これに妊

娠・非妊娠の情報を付け加えれば年齢別の妊娠率

が求められる。兵庫県の結果は1才以上のメスの

約90％が妊娠していたことを示しており，これは

かなり高い値であった。また，狩猟圧が高く死亡

率が高い状態が続くと年齢構成は老齢部分が消失

して若齢化するが，毎年のメスの年齢構成を比較

してもこのような変化は見られなかった。妊娠率

が高くて死亡率が低い。これは，兵庫県のシカが

紛れもなく増加していることを示していた。

では，カモシカのように法的な保護措置が取ら

れなかったにもかかわらず，シカはなぜ増加した

のだろうか。

大型草食獣の個体数変動にかかわる要因につい

ては古くから論議されてきたが,1970年ごろから

生息地のエサの供給量が重視されるようになって

きた。この考え方の基本は，捕食者が存在しても

生息地のエサ量が多ければ草食獣の個体数が増加

し，エサ量が少なければ捕食者が存在しなくても

個体数は減少，ないしは頭打ちになるというもの

である。これを一般の林業地に生息しているシカ
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に当てはめてみると，生息地内の森林が伐採され

ることによって下層植生量が飛躍的に増加し，結

果的にエサ条件が改善されてシカの個体数増加を

引き起こすのではないかと考えることができる。

林業統計によれば,昭和35～45年までの新植面

積は合計で417万ha,毎年40万ha以上の造林

地が造成された計算になる。この時期のシカの状

況を示す資料はごく限られるが,昭和54年に発表

された環境庁の第2回自然環境保全基礎調査の結

果は,昭和40年代に全国的にシカの分布が大きく

拡大したことを示している6)。そして，昭和50年

代に入り各地でシカ害が顕在化することになるの

である。

6．おわりに

これまで見てきたように，防除技術は多くの努

力の結果，いくつかの方法が現実に適用可能にな

ってきた。最近，有害鳥獣駆除や狩猟など，いわ

ゆる個体数調整による被害軽減法がメスジカの狩

猟獣化の問題と絡んで注目を集めるようになって

きた｡シカの個体数が増加しつつある場合には,忌

避剤や柵などの手段だけで被害を軽減させること

は困難だからである。しかしながら,造林地を無防

備にしたまま，個体数調整だけで被害をどの程度

効率よく抑え込めるかについては未知の部分も多

い。

おそらく，将来的には若齢造林地を多く抱える

地域や枝葉採食害が周年的に発生している地域な

どを中心に，個体数調整と個々の造林地の防護を

組み合わせた防除方法が主流になっていくと考え

られる。その基礎データを作成するためにも，個

体数調整の有効性と限界性に関する評価調査を早

急に開始する時期にきているようである。

（森林総合研究所九州支所）
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2)上山泰代，1993,山林1312,42-47.
3)谷口明,1993,山林1311,38-44.
4)金森弘樹，1993,山林1311,3387.

5)高槻成紀，1992,北に生きるシカたち，どうぶつ社．
6)常田邦彦ほか,1980,ニホンジカの地理的分布とその要
因，第2回自然環境基礎調査動物分布調査報告書，
38－68．
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野兎による食害痕と菌害防止のための保育作業
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鹿，カモシカ，野兎，野鼠，食葉

性昆虫が及ぼす被害の大きさはそれ 15

らのポピュレーションの多少で決ま切
断

る。野兎の場合ヘクタール当たり
：’’

0.5頭以上で被害が発生し1頭以上 径
(mm)

で激害になる3)。頭数が少なければ 5

被害は発生せず野兎はやさしい自然

の象徴として取り扱われる。しかし， 0

現実に被害が発生すればその対処の

方法は困難なことになる。

野兎によるスギやヒノキの食害防

除については多くの対策が取られて

きた。しかしブナの場合，植樹更新の例が少ない

ことから食害が目立たないだけであり，実際に植

樹造林の試験を行うと食害を受けやすい樹種であ

ることが判明した。

そこで冷温貯蔵苗木を用いたブナの夏植え試験

の中で得られた結果を基に参考になるものを紹介

したい。

食害の季節

苗場山で昭和60年8月の夏植え,鳥海山で平成

5年9月の夏植え，昭和51年11月の秋植えを実

施した。当初野兎の影響を考慮せずに植栽した結

果，夏植えおよび秋植えいずれも食害を受けた2)。

安定した環境の中での地栫えや人工植栽を行うこ

とは野兎の興味を引くためか，季節にかかわりな

く，植栽した苗木の主軸または枝をかじり切断す

る食害を受けた。平均1.2mの苗木を鳥海山で平

成5年9月に夏植えを行った。その結果図･1のよ

うに食害を受けた位置は地上高約75cm,切断さ

れた主軸の直径は約8mmから10mmであった。
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図・1食害を受けた苗木の切断部の高さと直径

（平成5年9月植栽，平均苗高1.2m)
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写真･1調査地の積雪期の状況
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食害を受けた幹の直径(mm)

図・2積雪期に食害を受けたブナの直径

雪が降り，最大積雪深のころになると，鳥海山

では写真.1のように積雪は3m以上になる。昭

和41年に設置した天然下種更新地に発芽生育し

た稚幼樹は，平成5年には4mから6mになっ

た。このような場所は食害を受けた位置が高いた

めに夏の食害調査で発見されにくく，そのため後

に重要な影響を与える食害痕も，夏

写真･2食害を受けた苗木

には人に気づかれることもなく残る

ことになる。

食害の状況

無雪期に食害を受ける苗木の主軸

の直径は先に述べたように10mm

以下で，それ以上の太さになると食

害の発生は少ない。苗木の主軸また

は枝をかみ切る程度で，その先が地

表に残っていることから野兎は全体

を飼料としてはいない。幼獣は狭い

一
マ
ニ
ー
ニ
，
一
」
一
一
．
一
』
」
圭
二

写真･3積雪期に食害を受け回復したブナ

を飼料としてはいない。幼獣は狭い面積の中で7

月から8月にかけて樹皮をかじっていた。

しかし，鳥海山の積雪期のような条件では食害

を受ける主軸，また側枝直径が細いものではかみ

切られていたが,太くなると図･2のように平均直

径2cmとなり，縦長に樹皮のみをかじっていた。

食害痕の回復

無雪期に発生する主軸および側枝の切断は数年
ゅごう

をかけて癒合する。しかし，再生する葉は写真･2

のように小型であるため，生きてはいるが翌年の

生育は期待できない。

積雪期で直径3cmくらいの比較的太い場所で

起こる食害は，その程度により樹皮の機能が回復

できないまでに障害を与える。第105回日本林学

会で発表したように，回復の目安として直径の約

20%以下ならば癒合するが,写真･3のように50%

以上では腐朽材となり，巻き込みが遅れて腐朽痕

として残ることになる4)。

木材腐朽菌と食害痕の関係

外見的に癒合していても内部に木材腐朽菌の侵

入を許せば,90年から150年後の収穫期に期待は

ずれのことになる。ブナは偽心材や変色材,写真．

林業技術No.6331994.12
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4のように外見は健康そうでも心材

腐朽が起こっているものが多い。

これらの原因について多くのこと

を考えることができるが,今回は樹

皮の食害が及ぼす木材腐朽菌の影響

を考えた。木材腐朽菌の中でも鳥海

山における調査地で興味を引くのは

エゾハリタケである。エゾハリタケ

は幹腐れを起こし，子実体は生立木

の樹幹より写真･5のように発生す

る。発生する場所が高い位置にある

ことや繊維質で硬いことから，一般

のキノコ狩りの対象になりにくいキ

ノコである。しかし，利用価値の高

い材の幹腐れを起こすことから，ブ

ナの造林を考える場合考慮すべきキ

ノコである。

ブナには通常白色腐朽菌が多い。

白色腐朽菌は木材のリグニンとセル
しが

ロースを資化し，褐色腐朽は木材の

セルロースを資化する木材腐朽菌で

ある。この二者を判定するのに基質

としてタンニン酸を添加した培地に

供試菌を培養する。ラッカーゼ生産

能を有する白色腐朽菌は酸化帯を生

じ，褐色腐朽菌は酸化帯を生じない。

今回食害部の付近より分離された菌

は写真･6のように担子菌類特有の

カスガイ細胞を有し，酸化帯を生じ

ないバーベンダム反応陰性の菌類で

あった。エゾハリタケは白色腐朽菌

であると報告されているので，これ

らの木材腐朽菌と食害を結びつける

ためにはさらなる検討を必要とす

る')。

食害の防除

防獣ネットは写真･7のようにゴ

ルフ練習場の網を用いた。有効であ

るが，積雪期に蔵ると網の支柱が雪

の重量で倒れることを防ぐために降

写真･4台風で幹折れしたブナ母樹

（内部は木材の腐朽が進行している）

写真･5鳥海山ブナ林調査地で発生したエゾハリタケ
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写真･7防獣ネット

雪の直前に網を外し，春になり融雪後，直ちに張

り直す等煩雑さがある。しかし，ゴルフ練習場の

防護網の張替後に出る廃網は処分に困ることから，

リサイクルで有効利用ができればよい。

忌避剤はヤシマ産業製ビス（ジメチルチオカル

バモイル）ジスルフィドを25％含むペーストを用

いた。これは苗木の幹や枝に薄く塗布するだけで，

忌避剤は食害防除に有効であった。

保育作業

多雪地帯の冬季，食害を受けた後に侵入する木

材腐朽菌による欠点材の生産を抑えるために，ブ

ナ特有の保育作業が必要になる。

春のしまり雪上で被害木を探し，その腐朽部の

切除を行い，材の中に木材腐朽菌が巻き込まれな

いようにする必要がある。さらに，できれば側枝

が主軸になるように誘導する必要がある。またこ

のとき，クロヅルなどのつる切りを行うとブナ林

の作業として効果的である。

まとめ

今回植樹試験を行った面積は0．25から0.5ha

林業技術No.6331994.12

の小面積である。そのため周辺からの侵入で被害

が増大したのかもしれない。天然更新で再生が成

功したブナ林を見ると，広い面積である場合が多

い。大きな面積で均等にブナが生育していれば，

その被害も目立たないと考えられる。

しかし，天然下種更新地で後継樹の分布が均一

にならない場合，分布しない場所には植え込みな

どの小さな面積の補助作業が必要になる。このよ

うなときには，

①適切な頭数の調整，

②食害防除法，

③食害を前提にした植栽本数，

④春のしまり雪のときに行う木材腐朽菌の侵入

したブナの除伐や側枝の主軸化に対する対応，

などの配慮が必要になる。

このようにして野兎や木材腐朽菌に対応できる

ブナ林造成を進めたい。

（日本大学農獣医学部林学科）

【文献】

1)今関六也・本郷次男，原色日本菌類図鑑,pl35,保育

社，東京，昭和36年

2)河野透ほか，日本林学会論文集第104号,p539

3)真宮靖治編森林保護学,文永堂出版,p.204,東京,1992

年

4)佐久間省三ほか，第105回日本林学会講演集，p､635
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1．はじめに

北海道では，天然林施業の導入による林況変化

に伴って，造林地の林分構造が複雑化を増し，し

かも造林地が小面積化する傾向を示している')。

それとともに，造林木を加害する北海道の主要有

害野ネズミであるエゾヤチネズミ(C惣血gγ‐

jO7""zysγ"んcα""sルg〃bγ成")による森林被害

の発生形態も，最近では①造林地の小面積化に伴

う周辺からの新たな個体の侵入の問題②エゾヤ

チネズミ以外の野ネズミ類（例えばエゾアカネズ

ミ，ヒメネズミなど）の同所的混在化に伴う殺鼠

剤の有効性と二次被害の問題，③造林樹種の多様

化の問題(カラマツから多種天然樹種へ)，④中高

齢級カラマツの被害増加の問題，⑤間伐による野

ネズミの侵入の問題など，多くの新しい被害形態

が生じ，従来の防除法では対応が困難になりつつ

ある。

また北海道では，野ネズミによる被害が甚大な

ことと恒常的であることのために，毎年定期的に

野ネズミの事前調査を行い，防除する前に本種の

ネズミ数をあらかじめ調べ，実数に見合った防除

体制を取る仕組みになっている。しかし，その定

期調査においても，上記の林況変化に伴って，た

とえ（定期）調査地のネズミ数を知り得たとして

も，それが他の（近くの）造林地のネズミ数まで

代表させるには無理が生ずるようになりつつある。

かつてのカラマツの拡大一斉造林当時であれば，

1カ所の造林地のネズミ数を知るだけで十分広い

範囲の造林地（拡大造林地全体）のネズミ数を予

想することが可能であり，実数に応じた防除が一

応可能であった。

上記の新たな被害発生形態と定期調査（生息数

調査）の精度上の問題点などを克服し，今後の野

ネズミの防除対策を立てていく必要があるが，そ

れに向けて北海道では，現在，基礎と応用面から

目下精力的に研究が進められている23)。

本報告は，エゾヤチネズミによって最近発生し

た国有林の森林被害を対象に，それぞれの被害発

生環境因子（自然的因子や人為的因子）が本種の

被害発生に対してどのように影響を及ぼしている

かを数壁化(I類）の手法により解析した。

2．資料の収集と被害発生環境因子

北海道では，昭和57年から58年にかけて全道

的にエゾヤチネズミ数が増加し，被害が多く発生

した。被害実態を精査するために，林業試験場北

海道支場鳥獣研究室（当支所の旧称）は，①被害

発生場所と被害状況，②被害発生地の環境，③定

期予察調査地のネズミ数，などを中心にアンケー

ト調査を道内の国有林に対して実施した4.5)。

解析には,ha当たりの本数被害率(%,枯死予

想木だけを対象）を被説明変量，同時に被害発生

環境因子を説明変量とし，全部で192カ所からの

情報が得られた。被害発生環境因子は表・1に示す

11項目で，それぞれのカテゴリーを表中に示すよ

うに分類した。

3．解析結果と考察

数箪化手法では，解析に用いた環境因子が相互

に独立的であることが望ましいので，各因子間の

内部相関係数を調べると表･2のようになった。

樹種と齢級-0.350,樹種と標高-0.449,樹種

と防除-0.408,齢級と防除-0.334との間にいく

ぶん高い相関関係が認められるが，他の因子間の

相関係数は小さく，各因子は比較的に独立性を保

っていると考えられる。齢級と防除については経

林業技術NO.6331994.12
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験上から当然密接な関係が予想されていたが，実

際の相関係数は予想外に小さかった。

次に，各環境因子別のスコアー（点数)，レン

ジ，偏相関係数を表・3に一括して示した。レンジ

が広く，偏相関係数が大きければ，それだけ被害

に対する影響度（寄与度）が高くなる。寄与度の

高い順に大まかなグループ分けをすると，第1位

グループが齢級，笹本数，融雪月，樹種，方位，

第2位グループカ撮大積雪深，標高，笹種，ネズ

ミ数，地形，第3位グループが防除，となる。

各環境因子とも偏相関係数が全体的に小さいな

がら，いずれも有意（最大積雪深と防除はp<

0.05,その他はp<0.01)となったので,以下に示

す各因子におけるカテゴリーのスコアーの違いか

ら被害率に及ぼす影響の程度を知ることは可能と

思われる。なお，各因子において期待される被害

の影響度となる被害率と実測の被害率との間の相

関係数，すなわち重相関係数は0.634(p<0.01)

であり，寄与率は40.2％であった。

図には各環境因子におけるカテゴリーのスコア

ーを図式化した。各カテゴリーのOを基準に，正

を｢被害率を高める環境条件｣，負を｢被害率を低

くする環境条件」と考える。

樹種では，これまでよく言われているように，

カラマツ，スギが被害を受けやすく，それに比べ

てトドマツやアカエゾマツは被害を受けにくい。

表･1各環境因子のカテゴリー分類

カテゴリ－

2345678

トドマツアカｴゾﾏﾂスギ

2(6～10）3(11～15)4(16～20)5(21～25)6(26～30)7(31～35)

~400～600～800801~

西南北その他

斜面峰筋平地

～2～34～

3月下旬4月上旬4月中旬4月下旬5月上旬5月中旬5月下旬

～30～50～7071~

無

ミヤコチシマ

～50～80～110～140～170～200201~

環境因子
1

1.樹種カラマツ

2.齢級（植栽後年数）1（1～5）

3標高(m)～200

4.方位東

5.地形沢地

6.最大積雪深(m)～1

7.融雪月3月中旬

8.ネズミ数(/0.5ha)～10

9防除有

10笹種クマイ

11.笹本数(/m2)～20

表･2内部相関行列

123．4．567．8.9.10.11.被害率

1.000-0.350-0.449-0.1020.1400.028-0.171-0.066-0408-0.2270.151

1.0000.281-0.080-0.043-0.1580.095-0.135-0.334-0.0770.026

1.000-0.140-0.185-0.1110.079-0.1390.1590.192-0.106

1.000-0.0840.133-0.048-0.0920.1160.074-0.044

1.000-0.031-0.218-0.0410.001-0.001-0.054

1.000-0.160-0.073-0019-0153-0.014

1.000-0.086-0.0890.083-0.195

1.0M01580029-0.147

1.0000231-0.068

1000－0．128

1.000

１
２
３
４
５
６
孔
８
９
仙
刎
》

申

0.209

0.227

0.107

0.056

0.099

-0.023

0.109

-0.019

-0.136

0.156

0.186

1.000

1.～11.は表・1を参照
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れもネズミの生息適地と同じ傾向を示した6,7)。

最大積雪深では，雪量が多いほど被害率は高く

なる。これは次に示す融雪月に関係すると思われ

る。

融雪月では，融雪が遅い場所ほど被害率は高く

なる8,9)。しかし，あまり遅すぎると逆に被害率が

低くなる。これも新知見と思われるが，今後調べ

ていく必要がある。

ネズミ数では，多いほうが当然被害率は高くな

る。防除についても実施したほうが被害率は当然

低い。

笹種では，ミヤコ，チシマ笹に比べてクマイ笹

のほうが被害率が高かった。これはネズミの生息

齢級では，低いほうが被害率が高く，逆に高く

なるにつれて被害率が低くなる。これも普通によ

く言われている。

標高では，低い所よりも高いほうで被害率が高

くなる傾向を示した。これは低地ではネズミが多

く防除がよく行き届いているためか，それとも高

地になるほど造林地が多いためか，今のところ不

明である。これは新知見であり，今後原因を調べ

ていく必要がある。

方位では，東西の両向きが南北に比べて被害率

が高い傾向がある。これは，ネズミの生息適地と

一致した6)。

地形では，沢地および平地で被害率が高い。こ

適地と一致した6'7)。

笹本数では，一般的

に多くなると被害率が

高くなるように思われ

るが，多い場合でも低

いこともあり逆に少な

い場合でも被害率が高

くなることもあり，一

定した傾向は認められ

ない。これは笹丈や生

態の違う笹種をすべて

一緒にして解析したこ

とによると思われる。

笹本数のように密度を

因子とする場合には，

笹種別に振り分けてカ

テゴリー化することが

今後必要と思われる。

4．おわりに

以上のように，解析

のために用いた被害環

境因子（林床植生，立

地条件,気象条件など）

は少ないながらも，そ

れぞれの因子ごとの被

害に及ぼす影響度を数

量的に言Ⅷできた。全

表･3数量化I類による環境因子分析

吾ヨレンジ儒噌
7．12

2274

－81942．140320*＊

－9.弱

－4．71

1．45、

114

15.94

-7.02

-26.20

-7.3116.650.229*＊

－088

2．76

687

9.34

-6.219.610174＊

340

2.6419.220.294*＊

-16.58

-13.25

13.8443.960.297**

－0．24

－5．70

3．95

0．62

3.92

-27.75

1621

喪レンジ篇相鬮
21.5141190.501**

-13.88

-1968

12.10

一
プ
ーｌ
Ｊ
－
八
旦
・
Ｕ
△
恥
辱
，
月
叩
Ｉ
Ｉ
ｎ
●
／
』
向
く
Ｊ
ａ
ｎ
“
４
戸
陶
Ｊ
へ
〔
Ｕ
ウ
ノ
，
（
ｘ
Ｕ
口
珂
Ｉ
Ｉ
ｎ
ノ
ー
向
く
〕
尺
川
－
０
Ｆ
ｎ
Ｊ
“
ｎ
ｌ
１
ｎ
〃
」
二
列
Ｉ
０
ｎ
ノ
ニ
、
『
〕
一
列
Ⅱ
ｌ
ハ
ノ
』
穴
く
Ｕ
Ａ
川
〕
Ｕ
戸
ｈ
Ｕ
ハ
【
Ｕ
一
〃
″
Ｊ
、
（
Ｕ

Ｉ
カ
ゴ

騨
露
孔
８
９
個
帆

鱸
密
一
↑

数
２
１
６
３

｜
噸
諏
郡
州

例
一
プ
ーリ

カ
ゴ

例数

別
２
｜
佃
例
泌
荊
哩
惚
６
３
｜
記
船
鉗
扣
伯
一
乃
畑
一
噸
怖
伯
一
例
印
加
盟
弱
７
２
４

7.0444.270430*＊

4．96

1．81

－590

-2293

-37.23

-21.45

４
，
，
』
ｎ
ｄ
４
０
５
ｎ
０
『
ノ

１
５
９
１
９
２
５

７
５
２
１
１

2

-7.7323.840.301**

－0．18

8．11

13.15

16.11

２
４
８
３
５

７
６
３
１

3 １
２
３
４
５

2.1634.360.239*＊

4．96

－0．91

－5．17

－2940

Ａ
Ｔ
Ｉ
、
〃
ら
向
く
Ｕ
β
刈
可
戸
ｈ
Ｊ

４
４
９
２
３

４
４
６
３

4

11.4714.450.223**

－2．98

－0．44

1．58

3.3524.600.186＊

－1．86

23

115

3

51

5 １
２
３
４

29

141

6．1

2

1.～11.の数字は表．lを参照。*:p<0.05,:k*:<().01

林業技術No.6331994.12



22

‐樹榔

一

二

級齢
｛
二
一

－標商(m) 方位 －地形 殻大積雪深(m０
０
０
０
０
０
０
０

紺
２
１
１
２
３
４

－
一
一
一

|‘

｛
平
地

一
縦
筋

］
斜
面

〔
Ⅱ
川
沢
地

』
一
一
一
一

nnn、
一

ロー回蛆一画
U －口一一

“
（
二
、
１

１
１
釦
つ
つ

１
１
曇
つ
今

０
１
袋
・
つ

０
０
個
つ
色

｜
ア
カ
エ
ゾ
↓

１
Ｆ
ド
‐
マ
ツ

ス
ギ

lII竺

一砲季I

東西南．|上そ
の
他

－1234567

ソ

－触§!『月 －オ､ズミ数（'0.5ha) ‐防除

ｎ
Ｍ
Ｍ
］
チ
シ
マ

種
Ⅱ
Ⅱ
川
］
ミ
ヤ
コ

国
ク
マ
ィ

征

一

０
０
０
０
０
０

２
１
１
り
】
３

－
一
一

Finn
ロロ

ｰー

_UUU Uー
『
一『

一
ｔ
Ｉ

１
１
錘
今

ｈ
’
一
つ

11
鋤～1
つ今

－

－33

11’1，
一！Illll
Ec写1“－P一一

ｲ『無 曙
１
－
１
１
睡

－
５
下

１
１
《145

『'1下上
5

中
函
つ
一

‐‐‐

図・各環境因子におけるカテゴIノーのスコアー

『
今

ｐ
一
つ

（
）
（
）

一
（
）

I

体的には，これまで普通に言われている被害発生

の仕方を統計上から客観的に裏付ける結果となっ

たが，なかには標高や融雪月などのように新知見

と思われる現象も見いだされた。今後とも原因を

調べ被害防除の参考にする必要がある。

また，被害との関連性が強いと思われる笹本数

については，笹種別に整理するとよいと思われた。

いずれにしても，今回得られた結果が，新たに変

化しつつある造林地の野ネズミ防除の今後の指針

を立てるうえで役立つものと思われる。

なお，今回重相関係数と寄与率がそれぞれ

0.634,40.2%とやや低かったが,今後とも上述の

変化しつつある造林地で野ネズミ防除を実施して

いく中で，さらに被害に大きな影響を与えると思

われる環境因子を追加し，またカテゴリーの類型

化の検討を行うなどして要因整理を行い，信頼度

をさらに高めていく必要があろう。

（森林総合研究所北海道支所/保護部鳥獣研究室）

2)中津篤：小面積造林地における駆除後の野鼠の侵入と

防除法，平成4年度国有林野事業特別会計技術開

発試験成辨M告欝117～166,1993

3)北海道内林業林産試験研究機関連絡協議会野鼠防除専門

部会：林況変化に伴う野鼠被害の防除に関する研

究（投稿巾）

4)林業試験場北海道支場鳥獣研究室：野ネズミ被害調査の

おねがい，森林保護No.175,24,1983

5)中津篤：北海道におけるエゾヤチネズミの森林被害に

関するアンケート調査結果，日林論96，

527～528,1985

6)中津篤：予察調査からみたエゾヤチネズミの発生環境

の数蹴的評mli,日林北支諭43,1995(投稿中）

7)樋口輔三郎：エゾヤチネズミの生息数と環境条件並びに

造林施業法との関係，森林保護No.218,

25～29,1990

8)太田嘉四夫編：北海道産野ネズミ類の研究，北大図譜刊

行会,399pl),1984

9)中津篤･岩I引地俊：昭和58年および'59年のエゾヤ

チネズミによる造林木の被害例について，森林防

疫35(8)．8～12.1986

懸
買莞琴鴦
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l)中津鱒：林況変化に伴う野鼠被害と今後の防鼠対策，
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新潟大学農学部演習林研究報

告第27号

平成6年2月

新潟大学農学部附属演習林

[論文］

口強風による森林被害に関わる地

形の影響

ロブナ林の生態学的研究110-

ブナ天然林とコナラニ次林のリタ

ーフォール鐘の季節変化

口山間地域振興の二つのタイプの

比較一新潟県山北町と津南町

の事例

[研究資料］

ロ木材中の超音波伝播速度におよ

ぼす各種因子の影響

ロ足尾久蔵沢試験流域水文観測報

坐-1976～1988年無降雪期ロ

ロブナ林の生態学的研究柵一

林内のCO2濃度分布について

ロ佐渡演習林スギ天然林の植生と

土壌

筑波大学農林技術センター演

習林報告第10号

平成6年3月

筑波大学農林技術センター

口近世伊豆における林業の展開(1)

－林野所有の形成と展開

ロサラワクにおける人口移動と焼

畑の広がり

ロイギリス植民地期ビルマにおけ

る林業政策の展開

ロフィリピン共和国ヌエバ・エシ

ハ州パンタバンガン草地における

森林造成地の虫害調査

口井川演習林内から産出した生痕

化石と〃"CgWZ"2"SSp.との共産

[資料］

ロ筑波大学農林技術センター演習

林気象報告（1992年)－川上・

井川演習林，筑波苗畑

東京農業大学農学集報

第39巻第1号

平成6年5月

東京農業大学

口現地におけるイメージ調査によ

る自然風景地建築の色彩評価につ

いて

鹿児島大学農学部学術報告

第44号

平成6年3月

鹿児島大学農学部

ロ木造ならびに内装仕上げに木材

を用いた鉄筋コンクリート造校舎

の教室に対する教員のイメージ

ー最近の木造学校校舎の教室

環境に関する研究(Ⅳ）

九州大学農学部演習林報告

第70号

平成6年3月

九州大学農学部附属演習林

口九州大学北海道演習林の森林植

生一落葉広葉樹の分類と立地

環境について

口貯留関数型モデルによる土壌お

よび基岩からの流出成分の分離

口多変量解析による海岸クロマツ

林の林型区分

口樹冠縦断面形のフラクタル次元

算出法

口広葉樹環孔材樹種における萌芽

基部の木部形成

口台風被害木の被害形態別モメ発

生分布

23

口九州大学農学部演習林報告第1

～70号総目次

研究報告第2号

平成6年4月

群馬県林業試験場

ロマイタケ菌床栽培におけるコー

ンブラン添加重逓

ロ群馬県におけるマツノマダラカ

ミキリ成虫の発生時期

ロ群馬県におけるスギカミキリの

被害分布

石川県林業試験場研究報告

No.25

平成6年3月

石川県林業試験場

口生物種同定のためのデータベー

ス検索システムの開発一汎用

同定支援システムGENESIS

ロ石川県産スギの材質特性第1報

ロ石川県林業試験場場内に，植栽

されるか自然分布している植物の

目録

兵庫県立林業試験場研究報告

第41号

平成6年3月

兵庫県立林業試験場

ロスギ乾燥材の経時変化

口孔角発泡材の防音特性

[研究資料］

口次代検定林調査報告(v)-

1993年の異常降雪による県南西

部のスギ次代検定林冠雪害報告

口広葉樹人工造林地の下刈りに関

する研究(1)－ケヤキ造林木の

根元周囲を不織布シートで被覆し

た場合の雑草木の抑制効果

口快適な森林空間の創造に関する

研究(Ⅳ)－都市近郊の自然公園

の場合

[付録］

ロ兵庫県立林業試験場の樹木目録
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林分蓄積把握のための簡易ビッターリッヒ法
の応用と計測器具の開発について

北見営林支局指導計画課

石上公彦

この場合，カウント木の胸高直径

を測定する。立木1本当たりの材

積は，既存の一変数材積表から算

出する｡ha当たり本数は計測対象

木の胸高直径により定まる。この

場合も計測器具の種類により条件

が異なるのはカウント本数のみで

ある。

(4)簡易計測器具の信頼性

ビッターリッヒ法の誤差と計測

機器：シュピーケルレラスコープ

と本器具の両者で計測条件に違い

が現れるものだけに着眼してまと

めると，次のように考えられる。

①両者とも計測時に目の位置か

ら器具までの距離が変動すること

により誤差が生じる。

②計測対象となる立木の視準高

さ（胸高位置）の微妙な変動が生

じる。

③シュピーケルレラスコープで

は常に限界距離は一定であるが，

本器具では限界距離が変動するた

め，カウント本数を傾斜角βの余

弦(cos8)で割らなければならな

い。シュピーケルレラスコープで

はカウントされても本器ではカウ

ントされない立木が出てくる。ま

た，カウントされてもcos8で割

った分だけ数値が異なってくる。

④3に関連して，限界距離付近

1．はじめに

林況調査の有力な方法の1つと

して行われてきたビッターリッヒ

法は，使用する器具が営林署に｜‐

分に普及していないうえ，調森デ

ータの整理に時間がかかるという

欠点がある。そこで，この問題点

を改善し，林況調査に使用できる

簡易計測器具を製作し，さらにデ

ータの整理を容易にするために，

パソコンで使用できるデータ処理

プログラムを作成したので報告す

る。

2簡易計測器具の製作

(1)ビッターリッヒ法の原理

ビッターリッヒ法とは,1984年

にオーストラリアのビッターリッ

ヒによって発表された方法で，そ

の原理を応用して自ら発明したシ

ュピーゲルレラスコープ等が使用

されている。

計測器具を製作するためには，

その原理を知る必要があるが，こ

こでは可変プロット法の視点から

考察した（その原理については本

要約では省略する)。

(2)構造

ピッターリッヒ法の原理を応用

すれば，簡単に林分蓄穣計測のた

めの器具を製作することができる。

すなわち，持ち運びに便利な大

きさで，かつ目の位置から前方視

準器までの長さを前方視雌器の幅

の25倍(シュピーケルレラスコー

プから援用）にすればよい。目の

位椴と後方視準器との間に約1

Cmの余裕を取り，また前方視準

器と視準対象の立木の両方にピン

トを合わせる必要があるので，後

方視準器に直径2mm程度の小

孔をあけた（図・1)。

(3)計測方法

一斉林（若齢人工林など）の場

合:V(ha,蘭たり薪機)=n(カウント

本数)×K(断而樅定数)×H(林分平均

樹剛)×F(林分胸澗形数)によって計

測されるが,Fは針葉樹で0.5,広

卿餅で0.45が使われている｡Hは

対象林分の立木を数本計測するだ

けで|･分である。ビッターリッヒ

法特何の器具を用いて計測するの

はn(カウント本数）であり，計

測器具により条件が異なるのはこ

れのみである。

主として天然林の場合：樹冠が

多踊#で林分平均樹高の計測が難し

いので,V=2(ある胸澗直径の立木

1本当たり材柵×その胸何種経の立木

のカウント本数×その胸澗直隆の立木

のha洲たり本数）によって求める。

長さと幅の比を25：1にする

図.1簡易計測器具の構造

休業技術No.63319".12
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集計作業を効率化するために調

査データの入力と集計を行うプロ

グラムを，営林署にもある表計算

ソフトの｢ロータス1-2-3Jで試作

した。

操作方法は，パソコンに不慣れ

な者でも使用できるように対話式

が基本となるようにした。以下そ

の概要を述べる。

(1)初期設定

「ロータス1-2-3」のシステムフ

ロッピーディスクと今回作成した

プログラムの入ったフロッピーデ

ィスクを挿入して，必要なファイ

ルを呼び出すと，図･2のような画

面が現れる。

(2)データ入力

画面で「1Jを選択（コントロ

ール+A)すると，データ入力の

画面となる(図・3)。以下，画面の

メッセージに従って調査データを

入力していけばよい。

(3)調査データの集計と印刷

「天然林集計｣，次いで『集計表

確認Jのメニューを選択すると集

計結果が得られ，最後に「印刷」

のメニューを選択して集計表が印

刷される。

4．おわりに

測点ごとのカウント本数にもよ

るが，測点数が10点で入力，集

計，印刷を合わせて1時間以内で

でき，データの整理に要する時間

は1/4以下となる。

今回の発表内容により，営林署

ではビッターリッヒ法による林況

調査のための計測器具を簡単に作

ることができる。また，データ処

理プログラムについては，置戸以

外の営林署に対応できるよう改良

を加えることにより実用化を目指

し，営林署における林況調査の推

進を図りたいと考えている。

ビッターリッヒ壷による林分弓翫塁野帳集計（天然林）

＊＊＊メニュー＊＊＊＊＊入力するキー＊＊

餌萱データ入力コントロール+A

天然榔案計コントロール+B

山火再生林蕊計コントロール+C

印刷コントロー=ル+D

梁計衷確認コントロール+E

（メニューに戻るときはコントロール+R)

単木修正（胸高直径70馴超）1コントロール+F

2コントロール+G

材穣のみの修正コントロール+M

（メニューに戻るときはコントロール＋R〕

１
２
３
４
５
６
７

図･2初期設定画面

ビツターリツヒ法による林分詞壹野帳集計

93.11.181調査員｜－石上公彦｜
瞳圃麺日調言i林班I71小班｜る
標高|4701測点数_12」

翌菫雪
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厚
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塁
》
チ
ー
恥
一
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一
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シ
一
考
一
ナ
’
四
一
ユ
ー
ン

＊＊＊メニューに戻るときは

コントロール+Rを

押してください＊＊＊

図･3データ入力画面

の立木をカウントするかどうかの

判断が難しく，誤差が出てくる。

⑤両者の器械誤差の違い。

このうち，⑤は極めて小さく，

①，②は計測時に注意すれば1％

以下に抑えられる。したがって，

両者によるカウント本数の違いは，

ほとんどが③と④である。

2種類の計測機器によるカウン

ト本数の比較：③と④による誤差

が最も顕著に出ると考えられ,ha

当たり立木本数の変動が大きいと

見られる天然林は,5.25ha,平均

傾斜9度，針葉樹比率67%(V

で)，トドマツが多く，平成4年に

択伐(30％）され,ha当たり立木

本数の変動が大きい林分となって

いる。この調査区域にできるだけ

均等に12カ所の測点を取り，シュ

ピーゲルレラスコープと製作した

簡易計測器具の両方で胸高直径4

cm以上の立木の視準本数をカウ

ントした結果，平均値でシュピー

ケルレラスコープ7．3，簡易計測

器具で7．1であった。

考察：両者による計測結果を5

％の信頼限界で検定した結果，有

意差は見られず，したがって簡易

計測器具を使用した林分蓄積の計

測は実用に耐えると考えられる。

3．調査データの集計プログラム

の作成

林業技術No.6331994.12
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図る。

複層林施業：スギ大径材複層林

生産群を設定した林分はすべて地

位9以上であり,複層伐は13齢級

以上の林分について実施すること

として，次の3つの作業種の導入

を検討した。

①単木択伐型複層林：対象の複

層林は，明らかに照度不足であ

る。比較的強度の伐採率を必要

とするが,現在までに42～49％

の伐採率で27ha実施した。

②帯状択伐型複層林：下木の生

育ならびに伐1M作業の効率性を

考慮し帯状択伐を計測した。帯

III月は20mとして，隣接する列

の間伐と併せて20年ごとに順

次皆伐していくこととする。

③群状択伐型複層林:1厩画

0.1ha,1辺長32mの小ブロ

ック単位の四角形に区切り，交

互に更新を図る。周辺林分の間

伐と併せて20年ごとに1/3ず

つ皆伐していくこととする。

前森山団地経営試案一多様な生産群から成る人工
林モデル団地の整備について

秋田営林局真室川営林署

佐藤党

的に供給できる多様な生産群から

成る木材生産林団地を造成する。

高密路網の作設：里山団地で全

体的に傾斜も緩いので林道密度は

高く，現在ha当たり13m(人工

林内で21m)であるが,将来29m

(同44m)を計画している。

多様な木材生産群の設定：人工

林647haについて，スギ大後材

(伐期100年)116ha,スギ秋田式

上噌間伐林分（同80年)185ha,

スギ大径材複層林169ha,スギ中

大径材（同60年)152ha,カラマ

ツ（将来スギに)12ha,人工林漸

伐13haの各種生産群を設定した。

分散皆伐：伐期を迎えたスギI｜1

大径材生産群については分散皆伐

方式（1伐区5ha)により更新を

1．はじめに

前森山団地（旧陸軍の軍馬場で

明治3～12年までに約500haに

スギ植栽)は，現在600ha余の優

良人工林であるが,12～14齢級が

77％を占めるなど極端な偏りが

見られる。そこで，高樹齢材をは

じめとする多様な木材を安定的に

供給できる木材生産林団地に誘導

すべく施業の基本計画を策定した

ので報告する。

2．施業の基本計画

基本方針：急激な蓄械鐘の低下

を伴う大面穣皆伐は避け，分散皆

伐，複層伐により更新を行い，総

生産量，蓄職量の増大を図りなが

ら最終的には60年生の中径材か

ら100年生以上の大径材まで安定

帯状択伐型一・一一一一一.＝‐帯II520m
Ｎ
Ｉ
Ｉ
龍
Ｉ
－
１

複層林

II

Ｉ
篭
糺
訓
割
１
‐Ｉ

_』
／

q／

一
S

N

薊L脳髄蝿I
やや強め

の間伐
通常の
間伐

区画32*32m1

帯状択伐型，群状択伐型複層林模式図
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によって生産性の向_上が図られる･

③放牧の仕方によって，野ネズ

ミの防除と部分的な未立木地に対

する天然下種の促進が図られる･

④間伐の推進によって，下草を

増加させ飼料の活用が図られる。

⑤経費（障害物の設置等）は多

少かかるが，長期性の林業経営を

有利にさせることができる。

(2)土地利用区分と所有形態を考慮

した林業生産活動

森林の質的・騒的なものを改善

していくためには，長期的な林業

経営を効率よく確実に進める必要

がある。地域の土地利用を明確に

し，森林所有者の林業経営意欲を

向_lﾆさせ，森林整備が進められる

可能性がある。

①農林家の所有する森林を「混

牧林」として活用させ林業生産活

動を猿極的に進める。

②農林家以外の個人有林（保有

施業の遅れているものが多い）に

ついて，森林組合のあっせん等に

よって畜産農家への貸付，分収を

進める混牧林施業により森林整備

を促進する。

③公有林や会社有林について，

地域の畜産農家の要請によっては，

混牧林の導入を進める。

④腱協の所有林について，隣接

の畜産農家の要請があれば，混牧

林施業の導入を進める。

以上のようにして，過疎化の進

む中で山村地域の農・林業の振興

を図りたい。

混牧林施業で森林資源の整備一農林家を支える
林畜一体経営

北海道林業振興課

市村貴弥

家，村，農協，農改普及所，林業

指導事務所の共同によって，林分

密度と下草の相乗関係を調査し，

畜林一体経営確立に向けて検討を

してきた。

3．畜林一体経営の推進

地域の農・林業の振興を畜林一

体の経営によって，経営規模拡大

と同時に森林整備を進める方法を

考える。

(1)経営のメリット・デメリット

①若干の損傷はあるが，樹木と

~ド草との間接的な組み合わせによ

って林畜を共存させることができ

る。

②森林の複合的な土地利用（林

業を媒体にして,下草を活用して）

1°はじめに

家畜飼養の方法として，混牧林

があるが，その利用技術や経営は

効果的に行われていない。そこで，

林業・農業の相互関係を明らかに

して，林畜一体の経営と振興策に

ついて報告する。

2．混牧林の実態

活用の現状：近年，酪農近代化

事業の導入から草地拡大のための

林地開放があり，混牧林活用の農

林家は減少している。大半の農林

家は，林業経営や森林施業に対す

る関心が薄い。

混牧林の検討：特に，カラマツ

人工林の混牧林に最適な森林整備

を進める施業体系を図るため，林

林齢l135912151855

ha/2500本植栽I
放牧開始-j----

区分
下刈り除伐
1-------3年裾払い(1

‐‐~~‐~.:一.~.~‐一-‐.~.－一一~-.~．．‐.~＝．．．－~‐~~一‐.．－

副戈----L-------｣-----
5m)枝打ち(4"m)枝打ち(6m)

図．lカラマツ育林施業体系

鑿霊重]鰯‘混牧林
施業

図･2森林整備の促進

表・カラマツ人工林の林分とミヤコザサの収量
(k9.%.円）

林分内容

林齢|本数樹高|蓄積
可食
墨

TDN

（％）

乾燥物

（％）

TDN

愚

濃厚飼料

(TDN%)

溌厚飼料

単価

濃厚飼料

換算額

４
２
２
２
０
０
３
３
８
４１
15

13

200

180

1,800

1.200

37 47 315

210

70.0 48/kg 21.600

14,400

ミヤコザザ可食量に対しての評価では姥当たり12円となる（麗業改良普及所との共同調査による）
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れ
か
ら
は
、
長
生
き
が
、
い
ち
ば
ん
面
白
い
。

「
ワ
ッ
ハ
ハ
」
と
楽
天
的
に
、
笑
い
な
が
ら
毎
日

を
過
ご
せ
た
ら
、
も
う
最
高
。
今
の
と
こ
ろ
日
本
人

は
、
八
十
歳
く
ら
い
ま
で
は
生
き
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
平
均
。
平
均
寿
命

を
乗
り
越
え
て
、
さ
ら
に
二
十
年
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
。
人
生
の
目
標
は
「
一
○
○
歳
」
で
す
。

一
世
紀
人
生
で
す
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
病
院
な
ど
の
世
話
に
な
り
、

命
を
長
ら
え
る
だ
け
の
「
長
生
き
」
で
は
面
白
く
あ

り
ま
せ
ん
。
創
造
性
が
あ
っ
て
、
楽
天
的
な
長
生
き

こ
そ
〃
一
世
紀
人
間
″
の
目
標
と
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
「
ワ
ッ
ハ
ハ
」
、
「
オ
ッ
ホ
ホ
」
と
明
る
く
、
知
的

に
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

長
生
き
す
る
た
め
に
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

’

が
、
「
老
化
」
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
肝
心
。
肉
体
の
老

化
、
そ
し
て
脳
の
老
化
。
こ
の
老
化
を
で
き
る
だ
け

身
辺
か
ら
遠
ざ
け
る
。

現
在
の
情
報
化
社
会
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ

て
、
も
っ
と
も
っ
と
進
む
で
し
ょ
う
。
ひ
と
昔
前
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
情
報
量
が
、
身
の
回
り

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
と
、
目
か
ら
耳

か
ら
、
少
し
も
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
、
ひ
っ
き
り
な

し
に
頭
の
中
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

脳
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
疲
れ
て
い
て
、
く
た
く

た
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

脳
の
疲
れ
を
回
復
す
る
方
法
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

と
か
森
林
浴
『
山
や
海
の
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
よ
る
気

分
の
転
換
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
、
最
も
重
要
な
の

が
『
食
」
な
の
で
す
。

講
奏

響
蕊
化
塑
騒
究
謬

脳
の
寿
命
は
一
二
○
歳

体
細
胞
の
老
化
を
防
い
で
、
長
生
き
す
る
た
め
に

重
要
な
の
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
進
む
脳
の
力
の
衰
え

を
防
止
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
第
一
・

人
間
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
生
物
は
、
遺
伝
的
要
因

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
、
そ
の
種
固
有
の
限
界
寿
命

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

人
間
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
い
ま
す
と
、
研
究
者

に
よ
っ
て
そ
の
説
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
ど
う
や
ら

ユ
ニ
○
歳
」
が
限
界
寿
命
の
よ
う
で
す
。

せ
い
ぜ
い
長
生
き
し
て
も
一
二
○
歳
と
み
る
こ
と

も
で
き
ま
す
し
、
一
二
○
歳
ま
で
が
ん
ば
る
こ
と
が

で
き
る
と
、
前
向
き
に
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

人
間
は
、
生
ま
れ
る
と
き
に
一
四
○
億
個
の
脳
細

胞
を
母
親
か
ら
ち
ょ
う
だ
い
し
て
、
こ
の
厳
し
い
人

間
社
会
に
旅
立
ち
ま
す
。
こ
の
一
四
○
億
の
脳
細
胞

は
、
生
き
て
い
く
う
え
で
の
強
力
な
武
器
で
あ
り
、

学
習
や
勉
強
、
経
験
な
ど
に
よ
っ
て
、
脳
力
を
よ
り

広
範
囲
に
、
し
か
も
深
く
開
発
し
、
自
分
の
能
力
を

高
め
る
努
力
を
し
た
人
ほ
ど
、
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
に

な
っ
て
社
会
的
地
位
が
確
保
で
き
、
経
済
的
に
も
豊

か
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
反
対
に
、
脳
を
怠
け
さ
せ
、

あ
ま
り
使
わ
な
か
っ
た
人
は
、
社
会
か
ら
脱
落
す
る

林業技術No.633 1994.12



30

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
１

典
蝋
一
勘

に
当
た
っ
て
、
食
べ
物
や

生
活
習
慣
な
ど
に
な
じ
め

鎌

る
だ
ろ
う
か
と
い
ろ
い
ろ

心
配
し
た
。
し
か
し
、
食
・

事
は
ご
飯
を
主
食
に
肉

（
鳥
肉
・
豚
肉
な
ど
）
、
魚
、

嘩
墨

野
菜
、
卵
な
ど
の
お
か
ず

と
汁
物
と
い
っ
た
パ
タ
ー
１、

ン
で
、
味
付
け
も
塩
・
胡
Ｉ

椒
・
醤
油
・
酢
な
ど
を
用
い
、
日
本
と
そ
う
変
わ
ら

な
い
。
た
だ
、
あ
る
隊
員
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
酢
の
物
を
食
べ
た
そ
う
だ
が
、

私
の
家
で
は
こ
の
手
の
物
は
出
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
常
夏
の
国
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
日
本
の

よ
う
な
お
風
呂
に
入
る
習
慣
が
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、

ひ
し
ゃ
く

一
日
数
回
水
浴
を
す
る
。
浴
室
の
水
瓶
か
ら
柄
杓
で

水
を
す
く
っ
て
浴
び
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
け
つ
こ
う

冷
た
い
。
特
に
夜
は
気
温
も
下
が
っ
て
涼
し
い
の
で
、

最
初
の
一
杯
を
浴
び
る
の
に
覚
悟
が
い
る
。

そ
の
ほ
か
日
本
と
異
な
る
習
慣
は
、
一
般
に
ト
イ

レ
で
紙
を
使
わ
な
い
こ
と
。
ち
な
み
に
イ
ス
ラ
ム
教

で
左
手
が
不
浄
と
さ
れ
る
の
は
、
お
尻
を
水
洗
い
す

る
と
き
に
使
う
手
だ
か
ら
だ
と
か
。
地
元
の
人
は
、

一
粋
「
紙
で
は
完
ぺ
き
に
取
れ
な
い
。
不
潔
だ
。
き
た
言
葉
と
違
う
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
サ
バ
州
に

一
誌
水
で
洗
っ
た
ほ
う
が
き
れ
い
に
な
る
」
と
は
サ
バ
弁
と
で
も
言
え
る
方
言
が
あ
り
、
辞
書
に
は

一
》
晴
誘
い
鐸
鮎
媚
岬
郵
症
搾
樺
稚
舜
Ⅷ
軸
葬
Ⅷ
樺
乖
か
髭
詐
檸
需
一
一
壱
側
Ⅷ
卦
癖
畦
咄
塞
浄
鋤
義

一
》
伽
即
州
砂
肌
孵
睡
剛
肺
伽
鈍
一
脈
鋤
州
眺
壷
跡
オ
蠅
嶬
奔
剛
馳
弘
承
催
韮
極
》
云
話
が
、
日
を

＃
一
癖
か
つ
た
。

現
在
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
語
は
マ
レ
ー
シ
ア
語
と

カ
ダ
ザ
ン
族
の
人
々
は
、
背
格
好
や
顔
さ
れ
て
い
る
が
、
昔
イ
ギ
リ
ス
領
だ
っ
た
影
響
で
英

一
鈴
立
ち
が
ど
こ
と
な
く
日
本
人
に
似
て
い
る
。
語
教
育
も
熱
心
だ
。
小
学
一
年
生
で
英
語
を
習
い
始

カ

リ
伽
う
ち
よ
う

も
と
も
と
農
耕
民
族
で
、
現
在
も
た
い
て
め
、
中
学
生
ぐ
ら
い
で
か
な
り
流
暢
に
話
せ
る
よ
う

い
の
家
で
米
や
野
菜
を
作
り
、
鶏
や
牛
・
豚
な
ど
の
に
な
る
。
大
人
た
ち
が
、
相
手
の
人
種
や
、
生
活
・

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
。
お
酒
も
よ
く
飲
み
、
米
を
発
仕
事
の
場
面
に
応
じ
て
、
カ
ダ
ザ
ン
語
・
マ
レ
ー
シ

酵
さ
せ
て
作
る
「
タ
パ
イ
」
と
い
う
地
酒
が
好
物
だ
。
ア
語
・
英
語
を
自
在
に
使
い
分
け
る
様
は
実
に
見
事

風
景
も
人
々
も
暮
ら
し
も
、
ど
こ
か
日
本
の
田
舎
を
だ
。
よ
く
思
考
回
路
が
混
乱
し
な
い
も
の
だ
と
感
心

思
わ
せ
る
懐
か
し
さ
が
あ
る
。
私
に
と
っ
て
は
し
て
し
ま
う
。
中
国
系
や
イ
ン
ド
系
の
マ
レ
ー

初
め
て
の
異
国
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
す
“
詞
シ
ア
人
も
、
同
様
に
複
数
の
言
葉
を
操
る
。
多

万
万
民
族
国
家
ゆ
え
に
、
お
互
い
の
意
志
の
疎
通
を

ん
な
り
と
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
け
た
。

や
は
り
い
ち
ば
ん
苦
労
し
た
の
は
言
葉
で
あ
と
つ

図
る
た
め
必
要
に
迫
ら
れ
て
そ

マ
い

る
。
カ
ダ
ザ
ン
族
の
人
々
の
日
常
会
話
は
、
民
１
１
ゞ
隠
侭
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
テ
レ

族
の
言
葉
で
あ
る
カ
ダ
ザ
ン
語
。
そ
れ
は
単
語
ゞ
緬
ビ
・
新
聞
・
書
物
・
各
種
広
告
．

も
文
法
も
マ
レ
ー
シ
ア
語
と
は
大
き
く
異
な
り
、

私
に
は
さ
っ
ぱ
り
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
私
と
は
マ
レ
ー
シ
ア
語
で

話
し
て
く
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
私
の
勉
強
し
て
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カ
ダ
ザ
ン
族
の
集
落
、
イ
ノ
ボ
ン
村
に
入
っ
た
。
コ
タ
キ
ナ

バ
ル
の
街
と
は
違
っ
て
、
田
園
が
広
が
り
、
あ
ち
こ
ち
で
水
牛

が
草
を
は
み
、
高
床
式
の
木
造
家
屋
が
点
在
す
る
風
景
は
、
実

に
の
ど
か
だ
。
道
す
が
ら
、
水
牛
の
群
れ
に
出
く
わ
し
た
り
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
ヤ
ギ
や
鶏
、
ア
ヒ
ル
、
犬
な
ど
が
飛
び
出

し
て
来
た
り
す
る
。
動
物
好
き
の
私
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
へ
の

不
安
も
和
ら
ぎ
、
わ
く
わ
く
し
て
き
た
。

い
よ
い
よ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
へ
到
着
。
大
家
族
と
は
聞

い
て
い
た
が
、
家
へ
入
る
と
、
な
ん
と
三
十
人
以
上
の
大
人
・

子
供
が
い
た
。
実
は
、
親
戚
の
人
た
ち
が
総
出
で
私
を
迎
え
て

く
れ
た
の
だ
っ
た
。
思
わ
ぬ
大
歓
迎
を
受
け
、
と
て
も
感
激
し

た
。

認
鬮
瀧
灘
鰯
，
‐
健
父
｛
四
十
歳

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

ミリーと郷泌の人たち大集合(後列右端が筆者）ホストファ

’1劃一
一~~二三一一一一三・一画一一一一一一一．弓一二一

一
一
一
一

■

腿

一一
Ⅳ
刊
皇
一

一
ゞ
一
墨 医

療
技
士
）
と
母
（
三
十
二
歳
、
主
婦
）
、
十
五
歳
の

長
女
を
頭
に
七
人
の
子
供
た
ち
、
そ
し
て
叔
母
（
父

の
妹
、
二
十
九
歳
、
銀
行
員
）
と
い
う
構
成
だ
。
こ

れ
だ
け
で
も
十
分
大
家
族
な
の
に
、
毎
日
の
よ
う
に

隣
近
所
の
親
戚
が
出
入
り
し
、
一
緒
に
食
事
を
し
た

り
泊
ま
っ
て
い
っ
た
り
す
る
。
子
供
た
ち
は
い
つ
も
、

兄
弟
・
姉
妹
・
い
と
こ
が
入
り
交
じ
っ
て
遊
び
、
と

に
か
く
に
ぎ
や
か
だ
。
親
戚
ま
で
含
め
て
、
ま
さ
に

一
つ
の
大
家
族
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
し
ば
ら
く

は
子
供
た
ち
の
名
前
や
家
族
構
成
を
覚
え
る
の
に
ひ

と
苦
労
し
た
。

お
母
さ
ん
は
十
四
歳
で
結
婚
し
た
と
い
う
。
日
本

人
の
感
覚
で
は
非
常
に
早
婚
と
思
わ
れ
よ
う
が
、
こ

の
地
で
は
さ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
小
さ
い

カダザン族の高床式住居

ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
小
さ
い

と
き
か
ら
大
家
族
の
異
年
歳
集
団
の
中

で
育
つ
と
、
自
然
に
年
上
の
子
が
年
下

の
子
の
面
倒
を
見
た
り
、
家
事
を
分
担

し
て
協
力
し
合
う
態
度
が
身
に
着
く
よ

う
で
、
中
学
生
く
ら
い
に
も
な
る
と
、

と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
十
五
歳

の
長
女
な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
も
お

手
の
も
の
。
そ
の
姿
か
ら
は
、
す
で
に

母
親
の
よ
う
な
落
ち
着
き
さ
え
感
じ
ら

れ
た
。
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なか”″多沙『

年の暮れは

いろいろと考えるのである
今年も暮れる。なぜか男も女も

老いも若きも．やたらと忙しがっ

てばかりを鱈芽繰り返している師
走である。巷に流れるジングルベ

ルが人々に一段と忙しさを促して

いるようで，あのシャカシャカし

た旋律はあまり好きになれない。

なにはともあれ，地球の公転も自

転も大古の昔から変わることなく

続いていることは確かのようであ

る。北半球に位置するわが日本の

国の人々は，春夏秋冬，それぞれ

の季節に植鋤露を吹謎暑'を咲
かせ，緑を躯歌し，紅に粧い，そ

して木枯しに舞う落葉で1公転の

終わりを実感してきたのではない

だろうか。ところが近ごろ，地球

… 識…，

の公転つまり春夏秋冬の季節とは

無関係に木が葉を落とし，草花が

枯れる現象力報道される。奥日光

の天然林が無残に枯死している姿

はテレビでも何度も報道されてい

たが，これは酸性雨が原因とする

説が大勢らしい。

この解明も急がれるが，先般環

境庁から極めてショッキングな調

査報告醤が公表された。それによ

ると21世紀末には地球の気温が

3度，海水位が65cm上昇すると

いう。国連の「気候変動に関する

政府間パネル」が発表したものだ

そうだが，環境庁はわが国に及ぼ

す影群をシミュレーションして公

表している。それは水資源腱業

合板および木質ボードの国内生産髄の推移

千m劇

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2，000

1，000

0

（

昭和60年616263平成元年23‘1

資料：農林水産省「合披統計｣，通産省「建材統尉･｣，大蔵省r貿易統計」

材業技術No.6331994.12

5

生態系，沿岸域，健康などのさま

ざまな面への影響を指摘しており

読んでてそら恐ろしくなる。SF

映画の世界を見る思いだが，この

中で『森林・生態系」の項での指

摘に,わが国ブナ林の40％が消滅

するとある。つまり，急速な温暖

化の進行に樹木の植生移動が追い

つけずに消滅するとのこと。植物

の水平分布も垂直分布も根こそぎ

の大変動が起き，そこに生息する

多くの動物類も消滅の危機にさら

されるであろうことは議論の余地

もないことであろう。

本年9月に公表されたいささか

旧聞に属することを今ごろになっ

て引っ張り出したわけは，それこ

そ今ごろになって世界適窒条約に

指定された白神山地に入山させる，

否，入山まかりならんなんてこと

を口角泡を飛ばしていらっしゃる

御仁がおいでになるとのこと。ど

うも地球儀そのもののスケールで

の大異変が目前に迫っている事態

合板製造業の動き

合板（普通合板）の製造量は，

昭和62年以降住宅着工戸数の増

加に伴い需要は拡大したものの，

平成2年以降は減少傾向で推移し

ている｡平成5年には前年を10％

下回る7億8,899万rnZとなった。

内装用等に向けられる化粧合板，

塗装合板等の特殊合板製造量も，

前年を2％下回り3億6,312万

ln2となった。

輸入合板は,昭和62,63年の2

度にわたるわが国の関税の引き下

げ等により昭和62年以降急激に

増加している。平成5年の合板の

輸入量は,前年を32％上回り5億

7,575万In2となった。

単板製造用素材の入荷量は890

万In3で前年を3%下回った。国産



と，どう結び付けて考えたらよ

いのやら小生にはトンとわから

ないことになったものですから。

白神山地には小生も過去何度

か足を踏み入れたことがあるが，

見た限りでの林相は決して太古

斧を知らぬいわゆる原生林では

ないと見えた。昔は多くの木地

師も入山し，炭焼きの煙も上っ

たと聞くが，それはさておき，

白神を含めて地球上のすべての

生態系の維持には，人為の直接

的な干渉もさることながら，間

接的影響がより深刻化している

ということで隙総額ろうか。
そのところを喧喧誇誇やってこ

そ本当の意味での自然を守ると

いうこと。もっとも白神は今，

白一色，何人の入山も拒んでい

るから，ま，いいつか＠難しい

話は来年にしようつと。では，

どなた様も良き新年をお迎えく

ださい。

材は前年を11％下回り28万mS,

外材は3％下回り862万nl3とな

った。

こうした素材のほとんどを外材，

特にラワン材を中心とする南洋材

に頼っているわが国の合単板工業

にとって，産地国の丸太の輸出規

制等により合板用原木の安定的な

供給は困難な状況になりつつあるc

また，海外からの輸出圧力の強

化や円高等により，今後とも合板

輸入量は高水準で移行されると見

込まれ，かつ国内においても，パ

ーテイクルボード，ファイバーボ

ード等の代替材との競合関係が一

層強まるものと見られる。

このため，海外原木の安定的な

確保を進めるとともに，国産針葉

樹を含めた原料の多様化を図って

いくこと，国際競争力のための低

コス1､化・高付加価値化を図るこ

とが求められている。

33

森林･林業の応援団 一

写真提供・森林づくりフォーラム

今年の夏，東京の西多摩の森

林で，森林づくりフォーラムの

主催による「下草刈り大会

by500｣が開催された｡延べ4日

間，4回の作業に参加した人数

は，目標の500人を大幅に上回

り，2回以上参加した人は64人

もいた。

森づくりや林業体験活動に参

加し，積極的に森林とかかわり

を持ちたい「都市住民ボランテ

ィア」が増えており，都市住民

の森づくりへのエネルギーは，

自ら汗を流す行動へと変わりつ

つある。

参加の動機は,「さわやかな汗

を流したかった｣｢環境問題に関

心がある｣｢森林からの恩恵に対

し恩返しをしたい｣｢山で暮らし

たい」「体験したかった」「林業

に興味があった｣｢このような活

動が必要と考えている」など，

さまざまである。そして，参加

しての感想については，多くの

参加者が「下草刈りはたいへん

だった。しかし，汗をかいて気

分はさわやか。もっと森林・林

業を知りたい｡また参加したい」

と述べている。

主催者は，この大会を振り返

って，①侍続したかかわりが持

てる体制づくり－特にスタッ

フの増，②地元の協力，③森林

づくりに対するビジョン，を今

後の細逼として挙げている。

豊かな森林は林業によって育

て上げられ，これを支えてきた

のは山村であるが，山村の過疎

化が進行し，その社会の活力が

低下している。こうしたなか，

今後とも良好な環境を後世に伝

えていくためには，もはや山村

だけの努力では困難であり，都

市側の理解と協力が必要である。

このため，森林・林業に携わ
る者は，都市住民ボランティア

がその活動を通して森林・林業

を正しく認識し，その輪を広げ

ていくことができるよう，ボラ

ンティア活動に対する支援シス

テムについて真剣に考えなけれ

ばならない。

都市住民ボランティアは，心

強い「森林・林業の応援団」で

ある。

(K)

(この柵は編築委員が撫当しています）
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荻野和彦の5時からセミナー3

スケールを体験する
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大きなスケールの景色を体験し

たことがありますか？

旅の経験を重ねるに従って，た

いていの山好きがそうであるよう

に，私も河口から源流まで日本の

景色はおよそ想像することができ

るようになりました。しかし，ア

マゾン川がどのくらい大きな川で

あるか，なかなかうまくは言い表

せません。自分の知っている川の

スケールにとても入りきらないス

ケールなのです。全長が6,300km

などという数字を挙げることはで

きますが，自分の知っている景色

のスケールと合わないのです。

1992年にベネズエラ領のアマ

ゾン州に入ったときのことです。

カラカスに着いたとき，森林調査

には小型機が必要だと言われまし

た。イスラエル製の小型輸送機で，

双発高翼の12人乗りでした｡胴体

の後部が横に折れ，荷物を被み下

ろしします。カラカスから南に飛

んで，まずオリノコ川流域のプエ

ルト・アヤクチョで1泊して，さ

らにもう1日飛んで，アマゾンの

上流，サン・カルロス．リオ．ネ

グロに着いたのです。アマゾンの

奥座敷に忍び込んだようなもので

す。リオ・ネグロは黒い川という

意味です。河口から2,5001伽以上

の上流ですが，川幅は300mもあ

る大河が蛇行して三日月湖も見え

ます。まるで河口付近の様相を示

しています。標高が100m足らず

というから驚きました。年間の雨

瞳は4,0001HIIIを超えるから，雨期

になると水は流れることができず

氾淵します。川からの高さが冠水

の期間と水深を決めることになり

ます。太古からそのようにしてき

たアマゾンの土壌は，したがって，

可溶性のミネラルがすっかり溶出

しています。いかにもやせた土壌

がかわいそうなくらいでした。

オリノコ川の上流とネグロ川は

カシキアーレ川でつながっていま

す。2つの大河が上流部でつなが

っているということは実に不思議

です。その運河のような川の全長
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でいえば，林分構造・生長論，森

林計画論，森林評価論資源経済

論くらいに分けて講義してもおか

しくない内容である。それを全部

包括したうえに，すべて豊富な事

例を使い初歩から説き起こしてい

くわけだから，大冊になるのも無

理はない。

おそらく学部レベルの森林経営

の授業でこの全部を教えるのは困

難であろう。しかし，森林経営学

を専攻する学生ならひと通りは読

んでおいてほしい書物である。近

年アメリカの教科書は世界の林学

の標準的なテキストになってきて

おり，これをある程度勉強してい

ないと国際化の流れについていけ

ない。そのような意味でアメリカ

の林学の主要な教科書はひと通り

邦訳しておくべきだと以前から考

えていた。

もちろん原書で読ませるのが理

想である。しかし現在の日本の平

L.S.デイビスソKNジョンソン著

野村勇(監修調彬討聡儲〉：’

森鉢涯簔簔蕊妻識職■

鶏姦套熱撚憲愚
織調繊調認鴎鱒報驚翻鵬
．…；“：数､5:戦L上製ざ::7班0:賓.i,:;:、．_:.．

(本の紹介I本の紹介
－

瀞議＃
MANAGEMEN1
『△0,一宇ロロ､愉凸乳1正蛙帝耐ﾛ罫胴「曾凹向

…Q

本書はアメリカの大学で広く使

われている森林経営学の標準的な

教科書の邦訳である。原著の初版

が出たのは今から40年も前の

1954年のことだ｡K.デイビス,L.

デイビスの2世代の著者によって

書き継がれ,K.N.ジョンソンの協

力も得ながら大幅の改訂と補充が

行われてきた。現在の第3版のペ

ージ数は原著，邦訳響とも700ペ

ージを超える。このような大llll･に

なったのは森林経営の意志決定に

利用できる知識や手法がしだいに

増加しているからであろう。原著

者たちはそうした知識や手法を可

能なかぎり網羅し，しかもその一

つ一つについて，実に懇切丁寧な

説明を加えている。

全体は4部16章から成り,第1

部で森林の生長と収稚を，第2部

で意志決定の手法を，第3部で森

林とその産出物の評価を，第4部

で森林の経営計画の問題を論じて

いる。旧来の林学のカリキュラム

林業技術N().6331994．12
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3001mあまり，日本の最大級のi

鱗急燕撚i
る不思議な景色を上空から見て｜
いました。

同僚がブラジルのクリテイバI
にあるバﾗﾅ州立大学のｼﾝボ｜

謙識養驫｜
る』と言って,ﾍﾘｺブﾀーが｜
来た，と聞いても雛きはしませ

んでした｡けれどもrせっかくだ

から帰りに，サンパウロからマ

茎鱒z謀藤霊｜
鰯購鯉麗溌｜
言うのに匹敵するのです。そのI

ｽｹーﾙはまだ自分のものにな’
っていないと思ったものです。1

－箪蜜饗饗挫蕊遡』
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林政拾這抄住吉神社の職柱I
リ

先日，東京都中央区佃鳥にあ

る住吉神社の夏祭りに出かけた。

この祭礼のとき，6本の幟柱が

立てられると聞いたからである。

18mのスギ柱に住吉神社と識

いた木綿幟が掲げられるという。

残念ながら今年は大祭の年でな

く「かげの年」ということで柱

は立っていなかったが,昭和63

年に4本を差し替えた際，残し

た柱の一部が境内に記念として

立ててある（写真･1）のを見て

驚いた。その柱には約,20年前

の元治元年の6月の|I付が刻さ

れているにかかわらず，とても

そんなに古い材とは思えぬほど

腐朽していなかったからである。

柱はふだんは神社裏の舟入堀の

泥の中に埋めておき，祭礼の'二l

だけ掘り出して立てるという

(写真･2)。

天正18年(1590)大坂佃村(現

在の大阪市西淀川区仙田）の漁

夫33人がこの地に干潟を与え

られ，佃島と名付けて漁業を営

んだことに始まり，正保3年

(1646)大坂の住吉大社の祭神を

勧請してこの神社を建てた，と

ある。幟は寛政10年(1798)か

ら立てられ，安藤広重の江戸名

所図絵にもr佃島住吉の祭り」

として紹介されている。神社は

地元の漁民たちのほか，江戸へ

来る諸国の海運業者とその取引

先の問屋たちの信仰が厚かった。

問屋たちはここから品川沖に停

泊する廻船を訪れて荷品を見，

帰途住吉神社に参詣して御神酒

と地元名産の佃煮をいただいた

という。

幟柱が長い間腐朽もせず利用

できたのは，祭りが終わった後，

泥の中に埋め戻し保蔵したから

であった。幟は3年に一度の大

祭のとき立てられるが，ヘドロ

と泥にまみれた柱を水で洗い乾

かすと，新鮮な生々しい木肌の

柱になる。「佃島の今昔」の著

者，佐原六郎氏は，川底の土中

に埋めることで新材と同じ鮮度

を保つ工夫を,｢昔から伝わる佃

の人たちの知恵」と紹介してい

る。水中の木材は腐朽しないと

いう木の性質を利用したこの保

存方法は，祭りのシンボル，幟

柱を愛し大切に思う人たちによ

って考えられた知恵の産物であ

る。（筒井迪夫）

均的な大学生に原灘をあてがって

も辞書と首っぴきで数ページ読む

のが糖いっぱいであり，1冊読み

通すといった芸当は望むべくもな

い。どうしても服1本語にしておく

必要があるのである。ところがそ

うした教科書は500ページ前後の

部厚なものが多い。翻訳して市販

するとしたら本の値段が高くなり，

売れる部数が限られてしまう。こ

のような分野にこそ公的な出版助

成を出すべきであろう。

翻訳の労をとられた野村．杉村

の両氏と出版元であるマグロウヒ

ル社に心から敬意を表したい。林

学の学生のみならず，国有林や民

有林で森林経営の実務に当たって

おられる人たちも，本響を読むこ

とで必ずや何か新しいものを発見

されるはずである。

（熊崎実・筑波大学腱林学系）
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「2tの巨体が宇宙へ飛び立っ

た／」－担当大臣の歓喜の雄叫

び。未知なる宇宙への挑戦。歴史

はわずか50年くらいの出来事｡う

らやましいかぎりです。

比べて林業技術の現状はどうで

しょう。江戸時代から今日までど

れだけ進歩したのでしょうか（機

械類等土木,工学分野は除く)。と

はいうものの一方では，他産業部

門に遅れまじと，最高学府には林

業の基礎学科を修得する学生も多

いと|附きます。また，全国的に組

織された研究機関もかなり設立さ

れています。優秀な学者が日夜研

さんされています。しかし，耳新

しい情報が聞こえてきません。特

に残念なのが，なかなか衰えを見

せないマツの大規模な集団枯損で

す。日本の自然美を台なしにして

いる元凶です。50年のキャリアを

持つ作業員も，日々肩身の狭い思

いをしています。

伝わるところによれば，林業技

術はどうあるべきか，有識者が一

林業技術No.633199412

かたやましゆうし

片山修之

薊

堂に会して論議されていると聞き

ます。やがて集大成され具体策が

発表されることを望んでやみませ

ん。

ところで，ひとつ不思議でなら

ないのは,1922年,ｱﾙﾌﾚー I､､

メーラー氏が「恒続林思想』なる

教条書を発表しましたが，この究

極ともいえる森林の施業方法の実

践を説く指導者がいないことです。

もはや時代遅れなのでしょうか。

ですが，その森林施業の理念を基

調とした施業を実践すれば,｢森林

生態系を飯視した持続可能な森林

経営」が，完成に近づくものと思

われてならないのです。

つい先ごろまでの林業は，大面

職の皆伐OK,ときに成長量の増

大を旗印に尾根までスギOK,適

地，適木，適作業クソくらえ...…。

林業知識がなくてもだれでも容易

に実行ができます。作業員一任の

森林経営でした。時勢が良識をけ

飛ばした好例です。

最果ての知床半島の広葉樹や白

山山系のブナ林の伐採は，世論の

反対を押し切り国権を行使して強

行したやに側聞しています。つま

り，国は『森林生態学の理論を基

調とし，完成した，新たな森林施

業方法』を駆使して有用樹のみを

抜き伐りするので，後繩樹はりつ

ばに育つ。心配するなと説明して

います。日本の三大美林（秋田ス

ギ，青森のヒバ,木曽の五木)，そ
やなせ

れに魚梁瀬のスギ，屋久島のスギ

などは，おそらく伐採された所が

多いと思います。かなりの年数が
たん

経過しています。二次林の後日認

を，ぜひ本誌に発表してほしいと

思います。

ある学者は,｢森林生態系を管理

する林業技術者は，社会のどの分

野の技術省よりも商い知識を求め

られる」と指摘しています。同感

です。

次代を担う若き林業マンは，大

学で修得した技術を実践すること

です｡社会の風潮に迎合せず,生涯

をかけて自らが収穫する木を選び，

そして後継樹を育てる。つまり，

日々自然の摂理と対話することに

よって,良材が連年，しかも永久的

に生産されるものと思うのです。

他産業では学識者|却らが汗し，

作業員と一体となって真理を追求

しています。そうすることによっ

て，現場と密着した新しい技術体

系が発見されます。作文的なもの

はだめです。

誇りある森林を後進に引き渡す
かんがく

義務力峨々にはあります。侃誇で

す。

(鰹繕:圃耐2大I腫府）
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自分で体験したインフレのすごさ

は，後で3年間行うことになった

国際共同研究の生滴爾での予備知

識として極めて貴重なものとなる。

昨年度で終わったこの研究で，わ

がほうのブラジル訪問者のだれ一

人として事故なく，無事研究を終

了出来たのは，このときの経験を

生かすことが出来たからと考えて

いる。外国での研究は危険を伴う

が国際的な研究に必要なものは，

相手国に極めて信頼できる人が1

人は要るということであろう。そ

の人を通じて研究の輪が広がるだ

けでなく，生活面での不安も解消

されるのである。

話は変わる。もう10年近く前に

なるが，中国に行ってわれわれの

森林観の国際比較研究のことを話

したことがある。しかし相手国研

究者の反応の少なさから，この研

究は中国にとって早すぎる研究で

はないかと感じたことがあった。

ブラジルでこの研究を行おうと思

ったときも同様，ブラジルにとっ

てこの研究はl世紀早いといわれ

そうに思われた。しかし実は1世

紀遅かったといえるのである。今

ここにその理由を述べる。

ブラジル南部にサンパウロ州と

パラナ州がある。ブラジル全土は

日本の23倍の面積があるが,前者

の州だけで日本の約2/3，後者の

州で日本の約1/2の面積を持つ。

さて，この2州はこの100年ほど

の間に原生林をほぼすべて失って

いるのである。統計によると，サ

ンパウロ州では1850年の森林率

が82％，そして1973年のそれが

わずか8％である。一方パラナ州

(この州はサンパウロ州のすぐ南

の州である）では，1895年の森林

林学のあり方とは

－ブラジルからの発想一

ながまさあき

永正明
嘩
今
フ

今年（1994年）2月1日は記念

すべき日であった。ブラジルから

3名の共同研究者（パラナ大学林

学部教授R.T.Hosokawa氏，ｱ

ﾏゾﾝ大学誰師E.Cl･uz氏，そし

てアマゾン研究所主任研究員,N.

Higuchi氏）を招き，鹿児島市で

国際シンポジウム「森林開発と国

民の森林意識一ブラジルを例と

して一｣を約200名の参加者を得

て成功裏に終えることができたか

らである。

そもそもこの研究は，文部省統

計数理研究所の林知己夫所長，山

形大学の北村昌美教授等森林喋境

研究会のメンバーによって1978

年以来続けられている「自然観の

国際比較研究」が基礎となってい

る。私自身数多くの場所でこの研

究に参加したが，ブラジルでこの

研究を行ってみようと思い立った

のは6年ほど前になる。しかしそ

のときには,「生きているうちに一

度地球の反対側を見ておくのも面

白かろう」という軽い気持ちでブ

ラジルを訪れたのである。

それより10年以上も前,西ドイ

ツのフライブルクで付き合いがあ

ったとはいえ，その後手紙のやり

取りもなかった細川教授を訪問す

る旅は心細いものであった。言葉

もわからぬままリオで国内線に乗

り換え，サンパウロを経由してパ

ラナ州の州都クリチパ市にスムー
ざよう

ズに着いたのは，後で考えると僥
邑う

倖であった。その後，ブラジルで

は飛行場で待たされることが日常

茶飯事であっただけに，初回の成

功はつきというものであろう。ク

リチバの飛行場を歩きつつ見上げ

た空に，ターミナルビル屋上のブ

ラジル国旗が翻る様が今も目に鮮

やかに焼き付いている。その折彼

に聞いたブラジルの治安の悪さと，

液

=幽嘩？
I上’

’皐，
、箪酋一！

■

0

厨､9~露悪‘電＝ーー【
b･

敏

写真･1シンポジウム会場での識師

林業技術No.6331994．12
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写真･2シンポジウムであいさつする筆者

に違いない。

われわれの研究が100年早かっ

たなら，と思うのはこうしたとこ

ろにある。ブラジルで行ったわれ

われのこうした研究はブラジルの

大学林学部の教官，学生，大学院

生に評判のよいものであった。日

本政府がこうした研究を許してく

れたのは大変素晴らしいことであ

る。ブラジルではこうした研究は

とても許可されないと思う。許可

されるのは，まだ，遠い将来のこ

とであろう。なぜなら彼らにとっ

て森林造成そのものが今現在の緊

急の課題であるからである。

私はそこでこう思うのである。

世界の各地においてこうした研究

を行うことが，今わが国の林学者

に求められているのではないだろ

うか。造林育種や運材面の研究は

その成果力端的に出よう。しかし，

われわれの行った意識調査といっ

たものでもその国に役立つのであ

る。要は1人でも多くの林学者が

世界に羽ばたき，各国で各種の研

究を行うならば，そうした研究が

わが国においてはたとえ最先端の

研究でなくとも，その国にとって

は先駆的な研究になることが大い

にあるだろうと思うのである。

(鹿児島大学農学部生物生産学科）

写真･3パラナマツ（アラウカリア）の残像

率が84％であったものが1980年

には5％になってしまったのであ

る。

ところで，われわれが行ったア

ンケート調査に「あなたは大きな

古い木を見たときに，何か神々し

い気持ちを抱きますか｣と，「あな

たは深い森に入ったとき，何か神

秘的な気持ちを抱きますか」とい

う質問がある。その回答を見ると，

サンパウロ市とクリチバ市に住む

住民の約9割の人が両質問に対し

て「抱く」と答えている。

しかしこの両州で，今こうした

木や森を求めてもそれらはほとん

ど姿を消してしまっているのであ

る。ここにわれわれは痛恨の気持

林業技術No.6331994.12

ちとともに，木や森は一夕にして

ならずということを思い知るので

ある。フランス人は「1本のナラ

を育てるのに200年，切るのに5

分」ということを身にしみて知っ

ているというが，ブラジル人も今

そのことを身にしみて感じている

投稿募集のお知らせ
会員の皆様の投稿をお待ちしています。原橘は都合により短くさ
せていただく場合があります。なお，掲載の分には薄謝を贈呈いた

します。次のような要領でお寄せください。
o体験談・提案・意見等は400字×4～8枚程度。
●身近な話題(出来事)等は同じく2～3枚程度(写真1～2点)。
●研究・調査・実験等の成果は同じく12～16枚程度(図表等込)。
・その他投稿に限らず本・情報・お便り等。
送り先：〒102千代田区六番町7棚日本林業技術協会編集部
aO3-3261-6968(直通),FAXO3-3265-6707(専用）
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赫業關康行箏一萱

12月

行事名 期間 i皇催団体／会場／行事内容等区分

知 木の文化県構想策定記念シ

ンポジウム

高知県知堺･橋本大二郎／三翠ホテル｢富士の間｣／人と環境に優しい｢木」

の良さを県民にもっと知ってもらい，身近なものとして生活に取り入れる

ことで，高知県ならではの「木の文化」を育て，こうした文化で県土づく

りを行おうとする「水の文化県椛想」を県民に理解していただくとともに，

この構想に参加してもらうためのシンポジウム。

(社)国際家具産業振興会／東京国際見本市会場／内外の優秀な家具および

関連製品を展示紹介し，貿易の振興ならびに国内商取引の拡大，一般消費

者の需要の喚起を図るとともに，内外業界人の相互理解と協調を促進し，

家具および関連産業の発展に寄与する。

全国天然木化粧合単板工業協同組合連合会・近畿天然木化粧合単板協同組

合／銘木の部：南港土場（フェリー埠頭横，大阪市住之江区南港南2－

19)，入札はサンピア大阪(大阪市住之江区南港束8－4－47)，ツキ板の部？

インテツクス大阪2号館／世界各地でよりすぐられた銘木から生み出され

たツキ板を一堂に展示し，さらに一膳の技術と品質の向上に努め，併せて

業界の発展に寄与する。

(財)日本生命財団/JAピル国際会議室（東京都千代田区大手町1-8-3,

JAビル8F,aO3-3425-7467)/森林を適切に保全し，有効に利用する方

錐を考え，実行するためのワークショッブも5本の報告と総合討論を予定。

9：45～17:00．参加希望者は，官製ハガキに①参加証の届け先となる住

所，氏名(所属団体名，役職名)，②連絡先電話番号，③前記①が自宅の際

は職業(所属団体名）を記入のうえ，〒541大阪市中央区今橋3－1－7日

本生命財団ワークショップG係まで。先着順で締切り。参加無料。問合せ

は担当岡元（公06-204-4012）まで。

12．］
ｌ
詞
迦

い
ざ
レー

94東京国際家具見本市中央 12．2～5

大阪 第17回全国優良ツキ板･銘

木展示大会

〔銘木の部〕

122～3

<入札は3日）

〔ツキ仮の部〕

H7222～25

(入札は24H)

12．8中央 第9回日本生命財団助成研

究ワークショップ「森林の

保全と利用」

月1

謄催団体／会場／行事内容等行事名 期間区分

みちのくこけし協会／十字屋111形店8階催事場（山形市幸町2-8)/みち

のくの風土に生まれ育った「伝統こけし」「木地玩具」の鑑賞とその振興・

発展および技術の向.!二・観光客の誘致宣伝を図る。

(社)日本植木協会／京王プラザホテル／(社)日本植木協会会員の融和・結

束の強化と植木の生産・流通の安定を図り，協会の発展と国土環境緑化の

推進に資する。

山形 第14回みちのくこけしま

つり

1．19～22

℃L叩

中央 (社)日本植木協会創立25

周年記念全国大会

125

婆.,‐〈,←
ｰ

第41回林業技術賞について:の予告

本会は，林業技術の向上に貢献し，林業の振興に功績があるものに対し,;毎年林業技術賞を贈

呈し表彰しておりますが,各支部におがれまして:は本年渡め受賞候補背のご推せんを平成7年3
月末日までにお願いいたします。

なお『林業技術鋤は，その技術が多分に舞也に応用され，また広く普及され,あるいは多永
の成果懇収めて,紳業技術向上に貢献したと認められる業績を表彰め対象としております。
本賞は，その結果を毎年5月に開催きれる総会の席上で発表し，表彰を行いま式。

Ｐ

＃

林業技術No6331994.12
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屋久鳥および白神山地の世界遺産登録について
－世界遺産委員会に出席して

腱|内林業の活性化と育林技術一急がれる育林技術の体系化

生命工学による希少野生動物の保存と絶滅種の復活一マンモス復活の夢

いまなぜ「林業技術者問題」か

路網配渡の考え方一タワーヤーダ集材における路網計画

海の生物生産に果たす森林の役割

日本の熱帯材輸入と世界の動き

山村地域活性化のための現代的視点

ムラ人の土地に対する知識からみた山村の景観

動物による森林被害はなぜ起きるのか？
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現場で愛用される機械の条件
林業機械の消長に学ぶ

名機D51はなぜもてたか

造林・育林用マシーンに賭ける近未来の夢
クリアしなければならない前提条件

植え付け作業機械化における先端技術の応用

下刈りに応用できそうな先端技術

将来の林業ロボッ1、

ここまできている工学技術
センサー

個性ある施業技術は今．．…．Ⅱ
尾驚林業

アテ林業

西川林業一再生への手掛かり

温・寒帯林の持続可能な開発に関する専門家セミナーの結果
一地球サミットの宿題に世界の林業技術者が挑む

r林業技術者問題懇談会｣について

森林の流域管理システム推進サミット概要

一流域管理システム，先導的流域のリーダーが今後の方向を語る

木材産業ビジョンについて
－国産材の活性化に向けた実践的な取り組みを

持続的な林業経営に資する相続税制の実現に向けて

雪起こしの省略化は祇雪環境・生産日標との関連からどこまで可能か
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森林の衰退・枯損現象を見る森川端・峠HI宏

小篠木を利用したプレストレス床版橋薄木征三

平成6年度森林・林業関係予算(案)の概要中I｣｜潴次

森林環境整備協力金制度の運営について消水正義

第105回日本林学会大会短信

第1051mln本林学会大会での新たな企画大会運営委員会

私の研究発表聞き歩記（あるき）
〔林政分野／立花敏，経営分野／石橘整司，立地分野／石塚成宏･古澤仁美，造林

分野／(育種)木佐貫博光，（生理)小島克己，（天然更新)田中信行，（物質生産)石塚
森吉，動物分野／磯野禺弘・中津薦，樹病分野／佐橘惣生・衣浦晴生・前原紀敏，

防災分野／三森利昭・田中隆文，利用分野／|蝋川雅樹・田中良明・山田容三，風致
分野／香川隆英〕

岩大式集材法のための新索張り(SRS")システムの考案大河原昭二

ケヤキ枝打ちの一方法一枝打ち記録と節解析の結果から段林弘一

和歌山県における海布丸太の生産について山木崇夫

個性ある施業技術は今．…･･11l
木 頭林業佐藤尚史

吉野林業の過去・現在・未来川村誠

北山林業とその育林技術の歴史的変化岩井吉彌

林業技術者問題シンポジウム特集

林業技術者問題懇談会報告書について小林富士雄

話題提供三題

大学と林業技術者養成太田猛彦

森林管理者としての林業技術者藤森隆郎

林業技術者養成の問題点真柴孝司

討論の概要和田昇

私の意見
〔穴澤達也・井上真理子・伊巻和賀・小澤將照・杉浦孝蔵・側l拓男・

千野博・永田美貰・水戸典明・宮崎宣光・1.11本千秋〕

ヨーロッパにおけるフオレスター像一研究者へのアンケーI､調査から竹内公男

フォレスターの理想像を探る一r現場」経験新へのアンケートから比屋根哲

森と木を生かす知恵一みなせ水工の丸太シリーズ編集部

森林と林産物一その資源化･商品化事例を見る
九州における｢村おこし｣の展開事例を通して佐藤宣子

広葉樹中心の地域森林を活用した島根県匹見町の取り組み井口隆史

森林資源利活用の新しい波と地域の活性化岡In秀二

林業経営とリスク・マネジメント久保山裕史

乗用型モノレールの林業通勤用への導入状況
一奈良・和歌山・三砿の聯例から北川勝弘

電動刈払機の魅力と課題平松修

クマによる森林の被害一林業経営に及ぼす影聯と課題杉禰孝職

ニホンジカによる造林木被害とその防除小泉透

野兎による食害痕と菌害防l上のための保育作業本＃1：一郎

北海道の野ネズミによる森林被害発生環境の数蛍的評価中津篤

625

625

625

625

626

626

627

627

627

628

628

628

629

629

629

629

629

629

629

629

630

631

631

631

632

632

632

633

633

633

633
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あの山はどうなった

24．天皇杯受蛍林分のその後－柿下万寿雄氏の43年生スギ肥〕

25．スギ，ヒノキ39年生巣植え試験林

26．東京大学北海道演習林(1)

27．東京大学北海道演習林(2)－森林生命科学分野の成果

28．『バツ}､の森』について

森へのいざない－親林活動をサポートする

40．都市住鶴参加による森刺施業管理

41．1期生を送り出すr山の学校」

42．正攻法ながら，図書を通じて

43．生涯学習時代と森林・林業一森林文化教育委員会を設憧し

44．都市住民が風致林施業を始めた

45．多摩丘陵の.都立公園における雑木林の市民参加型植生管理

46．厚木きずなの森における森林管理と参加者の意識

47．都市近郊林の整備の現状について－施策と事業

48．「八幡平治山の森」の概要

未利用資源の有効利用

2．国産米活用木質材の有効活用法の検討と商品化

3．スギ・ヒノキ樹皮の油吸着材利用

4．木質舗装材の魅力と特徴

5．＜熱筆・番外編＞林業家と建築家
切れかけているパイプに修復の手を

6．間伐材端材等の炭化と利用

新年のごあいさつ

第40回森林・林業写真コンクール優秀作品（白黒写真の部）紹介

く第40回林業技術賞業績紹介＞

林業技術賞
スギ（ヒノキ）皮和紙製造技術の開発とその普及

広葉樹およびアカマツ中小径材等の乾燥技術の開発と普及

きのこ栽培技術の改善，野生きのこの栽培化

タモギタケの人工栽培法の開発とその普及

く第40回林業技術コンテスl､要旨1＞

林野庁長官賞
ヒノキと混植されたケヤキの形質

ミズナラ人工林の間伐結果について

く第40回林業技術コンテスト要旨2＞

林野庁長官賞

林道工事における「簡易工法の経過観察と改良」について

ミズナラ人工下種林分の密度管理について

く第40回林業技術コンテスト要旨3＞

日本林業技術協会理事長賞
択伐作業による天然林の伐採量算定方法について
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628

622

622

三 澤毅

伊藤貴文・値貞男

中野正志・東野正

中島豊

瀧澤南海雄

630

630

630
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０
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３
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６
子
見
粧
勝
本
田
寺
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戸村二美男・中村晴一

zkllj弘・日景信行

631

631

金谷誠・潰田革632
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低コスト林内路網による集約施業一高品質材生産をIﾖ指して朝長靖洋632

r阿寒国立公園内・エゾマツ天然林の枯損被害の発生状況」第1報浅倉勝征632

岩大式搬器の新索張り方式の使用結果高田清司・上田増男632

＜第40回林業技術コンテスト要旨4＞

林野庁長官賞
林分蓄穣把握のための簡易ビッターリッヒ法の応用と計測器具
の開発について石上公彦633

前森山剛地経営試案一多様な生産群から成る人工林モデル団地の整
備 について佐藤党633

混牧林施業で森林資源の整備一農林家を支える林畜一体経営市村貴弥633

＜第51nl学生林業技術研究論文コンテスト要旨＞

林野庁長官賞
節解析によるブナ，ケヤキにおける節の形成過程に関する研究堀真輔631

加茂街道の松並木の変遷小林悦子631

日本林学会会長賞
多摩川とその流域における二次林樹木の健全度と菌類州の推移佐々木廣海631

日本林業技術協会理事長賞
千本松原における海岸林の保全について
－林分位置･林帯幅とクロマツの生育分布齋藤正徳631

森林斜面脚部土層における水の挙動について衣川和幸631

嬢雨型斜面崩壊に対する降雨量の影響について
一平成5年豪雨による鹿児島県下の土砂災害上別府郁代631

随筆

山の古道を行く一周山街道1～3

由良川の村･－堅い杉と谷の集落

商い木の里一パッチワークの山

忘れられない木と森の話5～7

森林の存在意義

森はわが故郷

日本人の長寿食1～9

長生きのカギを握る「水」

納豆のネバネバが長生きに役立つ

神さまのくれた「朝餉みそ汁」

おかあさんのみそ汁は峨薬齢

里いものネバネバは不老成分

人生至る所に…1～3

ミャンマー見聞録(1)

ミャンマー見聞録(2)
－交通，衣服，化粧

人生至る所に．”4～6

タイ国見間録(1)

－熱帯山地マツ天然林

タイ国見聞録(2)
-ODAとユーカリ造林

622

623

622

623

625

626

627

628

629

625

626

627

628

小山和

山陵と北山杉

畑野健一

地上に無い降りた咽

永山久夫

カツオ節で笑って長生き

山の中の仙人食・シイタケ

うまかつた河原の「満月鍋」

健脳食は長生きにも役立つ

田邊眞次

ミャンマー見聞録(3)
－僧院,パゴダ,水祭り

624

624

630

631

632

633

627

田中信行

タイ国見聞録(3)
－五月流血辮件・国王・自然保護629
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人生至る所に…7～9

蝶で国際協力(1)－旅立ちまで

蝶で国際協力(2)
－初めて見たマレーシア

631

632

杉本幹子

蝶で国際協力(3)
－ホームステイ（1）

技術情報624628629633

JournalofJournaIs623625627630632

林業関係行事一覧622～633

633

農林時事解説

流域管理システム万歳を見た622新規開店を考える623地ベタは高い,されど箱は安いの

だ624今日は米騒動，明日は木騒勤なんて625

傍目八木

世の中変われど唯我独尊では困る626住宅は不動産そんなバカな627昔長寿，今短命

ﾝ？住宅の話だよ628木で造るデッカイ建物は綴の幻なるやも629水桶で瀞に帆
かけてとなるか630，テカ，テカ，この世で一番肝心なのは素適なタイミング同631下衆

の口にも三分の理632年の幕れはいろいろと考えるのである633

統計にみる日本の林業

わが国の容器入り飲料水の推移622導入が進む高性能林業機械623拡大するわが国の国

際森林・林業協力624最近の紙とパルプの励向625林業就業者数と平均週間就業時間数

626農林水産業生産指数の推移627外材主導型の価格形成を持つわが国の木材価格628

人間に優しい木材629木材(用材)の供給鐘の推移630堅調な特用林産物生産631民

有林における間伐632合板製造業の勤き633

林政拾遺抄

タタラ遺跡622森林文化圏（中央中国山地）623大規模林道624緑雨，松林を潤す

625天心の森626水海スギ627水源の森(球磨川）628宮村のイチイ629鉄
オガミ

砲炭と鉄道枕木630篭神社631信州国際音楽村632住吉神社のI職柱633

芝正己の5時からセミナー1～9

東風。西風622旅に出るあなたへ623道具とナントカは使いよう？624ピレネーの
ふしど

麓で625列車は走った……626まず,逃げよう／627あつ’痛っ628地球の片

隅で－629思い出を拾って－63O

荻野和彦の5時からセミナー1～3

｢あそび」かrしごと」か631「危険」と「安全」632スケールを体験する633

本の紹介

『再考山武林業』（青沼和夫著）石井健雄622『森林昆虫総論・各論』（小林富士雄・

『騨境林の盤術と保全』(環境林整備検討 竹谷昭彦編著）片桐一正625

委員会編）嶮屋欣二623『能と森のはなし』（筒井辿夫著）
『問題記事』（大谷健著）吉藤敬624 石井健雄626
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r木と森の山旅森林遊学のすすめ』（西工藤樹－630

口親雄著）長流水627『銘木最先端技術の研究』（岩水豊
『造林学基礎の理論と実践技術』（佐々箸）大山浪雄631

木惠彦他著）藤森末彦628『林業．木材産業の情報ネットワークシ
『木材活用事典』（木材活用事典編集委員ステム森林資源情報から木材VANま
会編）蜂屋欣二629で』（加藤滋雄著）加藤隆632

『森林教育のすすめ方21世紀の森林．『森林経営学上・下』(L.S.デイビス／
林業をめざした人づくり・地域づくり』 K.N.ジョンソン箸，野村勇監修・
（(社)全国林業改良普及協会編）訳/杉村聡訳）熊崎実633

こだま

メモリアル・フオレスト622美しい景観623サクラの花に思うこと624生き生き緑の中

へ625農山村.への期待626どうするかわが国の竹林627野鳥観察会に参加して628

自然を愛する心の教育の推進を629木材供給の海外指向と価格競争力（紙パルプ原材料）630

ものみな思い出に変わる631幸田文さんの思い出632森林･林業の応援団633

会員の広場

奈良，東大寺南大門の唾|鎚阿形像内に残っていたスギノアカネトラカミキリの食痕斉藤諦･五十嵐正

俊622造林者の立場からⅣ－特集に応えて防雛彦－623飛騨,木曽林業地におけるヒノキ

飛腐に関する延単，宝暦年間の記録から見た現代的解釈について斉藤諦624こんなふうにした

ら－松くい虫防除法の一視点村本正博625林業関係の資料の保存と活用一資料探しの日々

から思うこと香田徹也626グリーンカラー(GreenCollar)創設の提案深澤光626中国

における北の文化と南の文化一荷車と天秤棒新村義昭626トーテム・ポールのはなし渋谷欣

治627往年のD51がまぶたに…新年号「名機D51はなぜもてたか」を読んで進藤憲-628

TipsfOrネイチャークラフト教室北村昌三630四谷丸太林業大野邦雄632侃々片山修

之633林学のあり方とは－ブラジルからの発想今永正明633

その他

新理事長に三澤毅氏が就任622

第41回森林・林業写真コンクール作品募集要領623

第40回林業技術賞・林業技術コンテストの予告624

平成五年度刺築技士擬成講習合格者625

日本林業技術協会第49回通常総会関係行事のお知らせ625

林業技術者問題シンポジウムのお知らせ626

＜第41回森林・林業写真コンクール＞入選者の発表626

第40回林業技術蝋受賞者・第401ml林業技術コンテスl､入賞者・

第5回学生林業技術研究論文コンテスト入賞者の発表627

平成6年度林業技士謎成諦習・登録のご案内（概要）627

日本林業技術協会第49回通常総会報告627

第42回森林・林業写真コンクール作品募集要領627

平成6年度山火事予知ポスター「図案」「標語」募集のお知らせ628

平成6年度（第17回）『空中写真セミナー』開催のご案内629

山火事予知ポスター“標語・図案”入選者の発表632

第41回林業技術賞についての予告633

第6回学生林業技術研究論文コンテストについて633
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◎技術開発部関係業務

11/8～10,｢流域別の森林活力増

進指針の設定に関する調査」第2
回現地調査委員会を岡山県内にて

開催した。
◎番町クラブ11月例会

11/29,本会にて，長谷川建築事

務所所長･長谷川敬氏を講師とし

て，「東京の木で家作り」と題する

講演および質疑を行った。
◎人事異動（11月30口付け）

定年退職北海道事務所参事
塩田英明

一
一
一
一
一
一
一
一
一

き
一
壷
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一

号
７

－
韮
一

弼
一

◎海外出張

O10/24～11/9,瀧川主任研究員

を広域熱帯林資源調査のため，

カンボジア国に派遣した。

o10/24～11/14,大平課長代理，
鈴木(圭)職員を熱帯林管理情報

システム整備事業のため，カン

ボジア国に派遣した。

○11/8～12/7,望月技術開発部次

長，和田(幸)課長代理，林課長

代理を熱帯林管理情報システム
整備事業のため，フィリピン国

に派遣した。

○11/14～27,三瀞理事長,蜂屋技
術指導役，加藤(秀)主調を門中
林業技術交流のため，中国に派

遣した。

○11/16～12/5，小林顧問を中国
ポプラ調査のため，同国に派遣

した。

oll/19～12/28,大山主任研究員

をインドネシア国ヌサテンガラ

州半乾燥地森林復旧計画調査の

ため，同国に派遣した。
o11/21～12/4,渡辺理事をシベ

リア・極東地域森林・林業協力
指針策定調査事業のため，ロシ

ア国に派遣した。

◎海外研修員の受け入れ

海外からの研修員を次のとおり

受け入れた。

依頼先：国際協力事業団，国
籍：インドネシア，研修員:Mr.

WidaryaNoer林業省国際協力課
長，研修科目：リモートセンシン

グによる情報解析，期間：11/29。
◎林業技士養成講習スクーリング

研修

11/28～12/2,本会にて，林業機
械部門の研修を林野庁研究普及

課・長縄課長補佐ほか3名を誰師

として実施した。
◎調査研究部関係業務

11/5～7，「水源地森林機能研究

会現地検討会」を群馬県，長野県，
山梨県，東京都にて開催した。
11/8,｢平成6年度保安林施業実

態に関する調査第1回委員会」を
本会にて開催した。
11/17,r平成6年度東京圏北西
部グリーンフロント地域整備調査

に係わる調査第1回委員会」を本
会にて開催した。

第6回学生林業技術研究論文コンテストについて

日本林業技術協会では，林業技術の研究推進と若い林業技術者育成
のため大学学部学生を対象として，森林・林業に関する論文（政策提

言を含む）を，次の要領で募集します。
参加資格：原則として日本林業技術噸会学生会員。

応募方法：①平成7年2月末日までに当該論文を当協会各大学支部長
から本会に推薦送付してください。②発表論文は類似の全
国大会または雑誌その他刊行物に未発炎のものとします。
③詳細は各大学担当者にお尋ねください。

表彰：林野庁長官賞2点，日本林学会会長賞1点，日本林業技術協会
理事長賞若干点。後援／林野庁．日本林学会

緬瀞鍔懲…嚇露…製"錘憩鐙鋺鎚"勢撫錨餓辮蝿瀞鯵編集部雑記恩鱈電一･･'」‐‐豐坐“…

さざえのつぶやき久しぶりに新子供と魔法マッチ売りの少女は
宿駅西口から都庁方面に向う地下通大晦日に逝き，ネッロとパトラッシ

路を歩いてみた。沿道ではホームレェはクリスマスに召されました。愛
ス諸氏が冬仕度万端を整え終った様と寛容のR々の中ほど，官庁御用納
子｡例年より暖いとはいいながら､朝めの28日は，フランスの作曲家ラヴ
タの冷え込みはコタエるのだろう，エルの命日でもあります。私は毎年
ダンボール造りではあるが，屋根つこの日，台本をコレット女史が爵い
き完全密閉式の住居が建ち並んでいてラヴェルが音楽を付けた「大人の
る。なんとなく既視感,親近感を覚えための寓話劇･子供と魔法』を聴くこ
るホームレス・ホーム？を見ているとにしています。叱られてオヤツも

うちに，これって子供の頃に"自由ともらえず部屋に閉じ込められた子供
独立"？にあこがれて営んだ隠れ家の大暴れが幕開きです。今度は八つ
そっくりだと思い当たった。当たりされたモノや動物たちが，子
トムソーヤーもやったし，誰にも供に次々と仕返しをするのです。恐

そんな一時期があるような気がする怖と後悔の絶頂に達した子供が救済
が，今の子供たちはどうなのだろう。を乞う言葉はただ一つ,ママ｡すると
｢いい学校に入る邪魔になるだけ」と恐ろしい魔法は渦を巻くように解け
いわれそうだが，狭い中で身を寄せてしまうのですが，「早く掃除を手伝
合って悪だくみ？にふける楽しさをってよ｣と職くカミの声に，愛と寛容
味合わせてやりたいよ。公園の片隅の世界から現実に引き戻されてしま

でも解放したらと思うが恩プロに乗うのも，これまた毎年の.ことのよう
っ取られるのがオチか。（喝三度）で。（山遊亭明朝）
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社団法人日本林業技術協会

お求めは･･当協会事業部(丑3261-6969)まで

と I'8分/8川円:雛繍溌縦･圭繍b#E"""
ﾆ住む'i：物は．地球全体の水の3魁･に貯留し流出を平i樹上する働きによって、水による災害を防人間をはじめ地Iに住む'1ﾐ物は．地球全体の水の3魁･に貯留し流出を平準化する働きによって、水による災害を防

櫛たない淡水に依存して'|まて↓,る。このわずかな淡ﾉkが止するとともに、水の利剛を似ならしめている。
'1鋤の消費によって尽きることがないのは．池求上の水は振林の水源かん養機能とは側か．その機能を調寺j曾遊す
絶えず循環しているからである。ろためにどのような努力力払われているのかをわかりやす
詞*は地l包における水の搬環過搾において．これを・時<拙く・

よ 現るがえ 16分ﾒ8,000円(英語版とも）・企画/帯広営林支局
●制作／日本林業技術協会

北海道釧雛市のM[北方には．度雛なる野火によって不毛とすくすくと成長し・今りっぱな綱氷となった。そればか
の荒野と化した上地が広がっていた。人を寄せつけない広I)か．脅韓力和らぎ多くの鋤縦吻力捷着するようになった
大な湿原に．釧騰地方の発腰に寄ｹ.することを胤振して．うえ．水質も良くなり沿蠅の漁業に吻纈参響を与えるなど環
森林の造成が始められたのは今から30数年前のことであっ塊I耐でも大いに貢献Lている｡
た｡ イ§毛の原野に挑んだフォレスターたちの壮大なドラマ。
当冊斜直えつけられた2.500〃ホグ》苗木は,手厚も‘鯖唆のも

|｜
}
21分/8,000円

守企画

1済'1地．｜;"火上の配慮などから．′j、．11'挙校の校介は，織済性，’1"火上の配賦などから．

鉄筋コンクリート造が当たり前のように誓えられてきたか
施丘木造校舎が兄癒され始めたのはなぜだろうか。秋IHlll
長野県．締岡県に木j瞳の小・中学校を訪ねて．光喉方や峨
徒たちの感想をきし､てみた。
‐日中立って授業をしなければならない先娠は.r腰が渡

’17分/8,000円 今企画

我力掴には．僻まいを桐;ｲで造ってぎた擬い厭史がある。
それは，木材力吻近にWM常にある材・料であったことにもよ
る力魚我力個の鐙雌帆kに雌も適した使いやすい材料であ
ったからである。

雌近．生禰様式の変化に伴って．人々の住宅についての
好みも多様化しているカヘ木遮一戸建が好ましいとする人
が雌も多く．鉄筋コンクIj-卜造の住宅の場合でもせめて

日本木材備蓄機構●制作〆日本林業技術協会

れなくなった」IMIL罐の先4脳は､｢雌徒の,I幅虻が少なくなっ
たJノ蠅目旨導謬liの先生は,｢物の命を大獅こする気持ちが
芽生えた」と木造鋤良さを評価し，さらに喰徒たちも木造

の家庭的雰踊気のなかで学校礁活を染しんでいることがわ
かった造木の良さを考えきせるルポルタージュ。

日本木材備蓄機構●制作日本林業技術協会

内装は木材にしたいという人が多いという調盗結果がある。

なぜ木材力鰹いのか，職協,WW遮音，光の反射など
について暦彫姓の鯉Lて↓､ることを順陣的にしかもわかり
やすくビジュアルに解説するとともに．勝注蒋へのインタ
ビューも試み，内装材としての木材の良さをアピールする
前掲作の姉妹編6



’ ’

軒
〃
簿

ろ
、
鰯

A4判横長/96頁(カラー16頁)/定価5,000円(税込)/〒380

皆川正著日本のデザインの創成期に、

すぐ諌れたう･ロトタイフ。・デザインを生み出し、

その後の日本のデザイン界にも多大な

影響を与え続ける皆川正。

インダストリアル・デザイナーである氏が

多忙な時間の合間を縫って、四半世紀にわたり

作り溜めた木彫I)の魚を、一冊にまとめた作品集。

百点を超える作品写真とともに、

著者自身による作り方を収録する。

二、、●開発調査・環境アセスメントに空中写真／
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鯛S叩erpZANⅨa
■標準ﾀｲブ¥198,000(ACｱダﾌ目ﾀ､難IWブﾗｽﾁｯｸ収納ｹーｽ付）

ロプリンタﾀｲブ¥230,000(AC7"'ﾌ強､専月lブﾗｽﾁｯｸ収納ｹーｽ､ロール紙付）

タマヤのスーノぐ一プラニクスαは､①座標②辺長③線

長④面破⑤半径⑥似l心⑦三斜(底辺･藏さ･面械）

⑧角度(2辺長･狭角)の豊富な測定機能を持っていますも

オプションとして16桁/j､蝋プリンタ､RS-232Cインターフェ

イスケーフンレ､無線によるワイヤレスモテ《ムのいずれか力ざ接

続可能でする

名器PLANIX5000の優れた機能を継承･禿歴させたスー

′守一う°ラニクスα､抜群のコストノ寺フォーマンスで豚l形測定

のスーノ寺一テ闇バイス新登場。

′全一.~二－一・・一合一÷＝、
NⅨ。ロ

ソコン

曇
〃でソコン

ニヂノP

翰一ワイヤレス痴雌

亜fPL

タマヤ計測ジコテム禰式言社
g~mAM/AMAI〒104東京都中央原銀座4-4-4アートビルTEL.03-3561-8711FAX.03-3561-8719
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●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所熱帯農業研

究センター．大学ほか76名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1,200円

（本体1,165円）

●(社)日本林業技術協会編集5
●森林総合研究所．熱帯農業研・
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か85名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.030円
（本体1,000N)

●(社)日本林業技術協会編集5●(社)日本林業技術協会編集5●(社)日本林業技術協会企画
・森林総合研究所．都道府県林・・森林総合研究所，養殖研究所．・・中野秀章･有光一登・森川靖
業研究機関，農業環境技術研究･大学ほか79名による執筆・3氏による執筆
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